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(57)【要約】
【課題】従来、適切な情報が提示できなかった。
【解決手段】複数の地図情報を格納し得る地図情報格納
部と、地図出力指示および地図閲覧操作列を受け付け受
付部と、地図出力指示を受け付けた場合に、地図情報を
読み出し地図を出力する地図出力部と、受け付けられた
地図閲覧操作列に対応する１以上の操作の情報である操
作情報列を取得する操作情報列取得部と、予め決められ
たオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選択
条件に、操作情報列が合致する場合に、１以上のオブジ
ェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性
を決定する表示属性決定部と、地図閲覧操作に応じた地
図情報を取得し、かつ、表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性に従って、１以上のオ
ブジェクトを有する地図情報を出力する地図出力変更部
とを具備する地図情報処理装置により、適切な情報が提
示できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
地図上に表示される情報であり、地図上の位置情報を含む１以上のオブジェクトを有する
地図情報を、複数格納し得る地図情報格納部と、
前記地図を出力する指示である地図出力指示、および前記地図を閲覧する１または２以上
の操作である地図閲覧操作列を受け付け受付部と、
前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力す
る地図出力部と、
前記受付部が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報である操
作情報列を取得する操作情報列取得部と、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選択条件に、前記操作情
報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表
示属性を決定する表示属性決定部と、
前記地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情報
を出力する地図出力変更部とを具備する地図情報処理装置。
【請求項２】
２以上のオブジェクト間の関係に関する情報である関係情報を格納し得る関係情報格納部
をさらに具備し、
前記表示属性決定部は、
前記操作情報列と前記２以上のオブジェクト間の関係情報とを用いて、１以上のオブジェ
クトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性を決定する請求項１記載の地図情報
処理装置。
【請求項３】
前記地図情報格納部は、
同一の領域の地図情報であり、縮尺が異なる複数の地図情報を格納しており、
前記縮尺が異なる複数の地図情報における２以上のオブジェクトの出現パターン、および
前記２以上のオブジェクトの位置情報を用いて、前記２以上のオブジェクト間の関係情報
を取得する関係情報取得部をさらに具備し、
前記関係情報格納部が格納している関係情報は、
前記関係情報取得部が取得した関係情報である請求項２記載の地図情報処理装置。
【請求項４】
前記関係情報は、
二つ以上のオブジェクトが同等の関係にある同位関係、一のオブジェクトが他のオブジェ
クトと比較して上位にある上位関係、および一のオブジェクトが他のオブジェクトと比較
して下位にある下位関係を含む請求項２または請求項３記載の地図情報処理装置。
【請求項５】
前記表示属性決定部は、
操作情報列を含むオブジェクト選択条件を１以上格納しているオブジェクト選択条件格納
手段と、
前記操作情報列が前記１以上のオブジェクト選択条件に合致するか否かを判断する判断手
段と、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件に対応する１以上のオブジェク
トを選択するオブジェクト選択手段と、
前記オブジェクト選択手段が選択した１以上のオブジェクトの表示属性を、前記判断手段
が合致すると判断したオブジェクト選択条件に対応する表示属性値に設定する表示属性値
設定手段を具備する請求項１から請求項４いずれか記載の地図情報処理装置。
【請求項６】
前記表示属性値は、
オブジェクトの強調表示となる属性値、またはオブジェクトの淡化表示となる属性値であ
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る請求項１から請求項５いずれか記載の地図情報処理装置。
【請求項７】
前記表示属性決定部は、
先に表示されていた地図に対応する地図情報が有さず、かつ、新たに表示される地図に対
応する地図情報が有する１以上のオブジェクトが強調表示となるような属性値を、前記１
以上のオブジェクトに設定する請求項６記載の地図情報処理装置。
【請求項８】
前記表示属性決定部は、
先に表示されていた地図に対応する地図情報が有し、かつ、新たに表示される地図に対応
する地図情報が有する１以上のオブジェクトが淡化表示となるような属性値を、前記１以
上のオブジェクトに設定する請求項６記載の地図情報処理装置。
【請求項９】
前記表示属性決定部は、
新たに表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトであり、予め決
められた条件を満たす１以上のオブジェクトを選択し、当該選択した１以上のオブジェク
トが強調表示となるような属性値を、前記１以上のオブジェクトに設定する請求項６記載
の地図情報処理装置。
【請求項１０】
前記地図閲覧操作は、ズームイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）
、移動操作（記号［ｍ］）、センタリング操作（記号［ｃ］）を含み、
前記操作情報列は、
ｃ＋ｏ＋［ｍｃ］＋（［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を示す情報であり、一の地
点から他の広域な領域へ探索範囲を広げようとする操作に対応する操作情報列である多地
点探索操作情報列、または、
ｃ＋ｏ＋（［ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋（［＊］は０回以上の繰り返し）の操作列を示す情報
であり、関心がある一の地点の詳細な情報を得ようとする操作に対応する操作情報列であ
る関心地点絞込操作情報列、または、
［ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を移動する操作情報列である単純移動
操作情報列、または、
［ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択する操作情報列である選択
移動操作情報列、または、
［ｍｃ］＋ｏ＋ｉ＋の操作列を示す情報であり、一の地点の相対的な位置を調べる操作情
報列である位置確認操作情報列のいずれかを含む請求項１から請求項９いずれか記載の地
図情報処理装置。
【請求項１１】
地図についての情報である地図情報を格納し得る地図情報格納部と、
第一の情報を出力する指示である第一情報出力指示、および前記地図を閲覧する複数の操
作である地図閲覧操作列を受け付ける受付部と、
前記第一情報出力指示に応じて、第一の情報を出力する第一情報出力部と、
前記地図閲覧操作列に対応する複数の操作の情報である操作情報列を取得する操作情報列
取得部と、
前記第一情報出力指示が有するキーワード、または前記第一の情報に対応するキーワード
を取得する第一キーワード取得部と、
前記操作情報列を用いて、前記地図情報から１以上のキーワードを取得する第二キーワー
ド取得部と、
前記第一キーワード取得部および前記第二キーワード取得部が取得した２以上のキーワー
ドを用いて、情報を検索する検索部と、
前記検索部が検索した情報を出力する第二情報出力部を具備する地図情報処理装置。
【請求項１２】
前記受付部は、前記地図を出力する地図出力指示をも受け付け、
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前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力す
る地図出力部と、
前記受付部が地図閲覧操作を受け付け場合に、前記地図閲覧操作に応じて地図の出力を変
更する地図出力変更部をさらに具備する請求項１１記載の地図情報処理装置。
【請求項１３】
前記第二キーワード取得部は、
操作情報列と、取得するキーワードの地図上での範囲についての情報である検索範囲情報
の対である検索範囲管理情報を２組以上格納している検索範囲管理情報格納手段と、
前記操作情報列取得部が取得した１以上の操作情報である操作情報列に対応する検索範囲
情報を前記検索範囲管理情報格納手段から取得する検索範囲情報取得手段と、
前記検索範囲情報取得手段が取得した検索範囲情報に従って、前記地図情報から１以上の
キーワードを取得するキーワード取得手段を具備する請求項１２記載の地図情報処理装置
。
【請求項１４】
前記地図閲覧操作は、ズームイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）
、移動操作（記号［ｍ］）、センタリング操作（記号［ｃ］）を含み、
前記操作情報列は、
ｍ＊ｃ＋ｉ＋（［＊］は０回以上の繰り返し、［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を
示す情報であり、任意の一点を指定する操作情報列である単点指定操作情報列、または、
ｍ＋ｏ＋の操作列を示す情報であり、任意の二以上の点を指定する操作情報列である複数
点指定操作情報列、または、
ｉ＋ｃ［ｃ＊ｍ＊］＊の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択する操作情報列
である選択指定操作情報列、または、
ｃ＋ｍ＊ｏ＋の操作列を示す情報であり、複数の地点の位置関係を調べる操作情報列であ
る周辺指定操作情報列、または、
ｏ＋ｍ＋の操作列を示す情報であり、複数地点を移動させていく操作情報列である広域指
定操作情報列、または、
前記５種類の操作情報列の２以上の組み合わせのいずれかを含む請求項１３記載の地図情
報処理装置。
【請求項１５】
前記５種類の操作情報列の組み合わせは、
単点指定操作情報列の後に単点指定操作情報列が続き、その後に、当該後の単点指定操作
情報列の一部が重複する選択指定操作情報列を有する操作情報列である絞込検索操作情報
列と、
選択指定操作情報列の後に複数点指定操作情報列が続き、その後に、当該複数点指定操作
情報列の一部が重複する広域指定操作情報列を有する操作情報列である比較検索操作情報
列と、
周辺指定操作情報列の後に、選択指定操作情報列が続く操作情報列である経路検索操作情
報列
のいずれかである請求項１４記載の地図情報処理装置。
【請求項１６】
前記検索範囲管理情報格納手段は、
絞込検索操作情報列と、ズームイン操作後にセンタリング操作を受け付けた場合またはズ
ームイン操作後に移動操作を受け付けた場合に出力されている地図の中心地点と近傍にあ
る地点である目的地点のキーワードを取得する旨の情報である絞込検索対象情報を対に有
する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、
前記検索範囲情報取得手段は、
前記操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が絞込検索操作情報
列に対応すると判断した場合に、前記絞込検索対象情報を取得し、
前記キーワード取得手段は、
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前記検索範囲情報取得手段が取得した絞込検索対象情報に対応する目的地点のキーワード
を少なくとも取得する請求項１５記載の地図情報処理装置。
【請求項１７】
前記絞込検索対象情報は、
ズームイン操作前にセンタリング操作を受け付けた場合に出力されている地図の中心地点
と近傍にある地点である目印地点のキーワードを取得する旨の情報も含み、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した絞込検索対象情報に対応する目印地点のキーワード
をも取得する請求項１６記載の地図情報処理装置。
【請求項１８】
前記検索範囲管理情報格納手段は、
比較検索操作情報列と、ズームアウト操作後に出力されている地図の領域とズームアウト
操作前に出力されている地図の領域の差の領域を示す情報である比較検索対象情報を対に
有する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、
前記検索範囲情報取得手段は、
前記操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が比較検索操作情報
列に対応すると判断した場合に、前記比較検索対象情報を取得し、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードを少なくと
も取得する請求項１５記載の地図情報処理装置。
【請求項１９】
前記検索範囲管理情報格納手段は、
比較検索操作情報列と、移動操作後に出力されている地図の領域から移動操作前に出力さ
れている地図の領域を除いた領域を示す情報である比較検索対象情報を対に有する検索範
囲管理情報を少なくとも格納し、
前記検索範囲情報取得手段は、
前記操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が比較検索操作情報
列に対応すると判断した場合に、前記比較検索対象情報を取得し、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードを少なくと
も取得する請求項１５記載の地図情報処理装置。
【請求項２０】
前記検索部が検索する情報は、インターネット上の複数のＷｅｂページであり、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードキーワード
を取得した場合に一のキーワードのみを取得した場合、さらに、当該一のキーワードと共
起度の最大となるキーワードを前記複数のＷｅｂページから検索し、取得する請求項１８
記載の地図情報処理装置。
【請求項２１】
前記検索範囲管理情報格納手段は、
経路検索操作情報列と、ズームイン操作またはズームアウト操作を受け付けた場合に出力
されている地図の中心地点と近傍にある地点である目的地点のキーワードを取得する旨の
情報である経路検索対象情報を対に有する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、
前記検索範囲情報取得手段は、
前記操作情報列取得部が取得した１以上の操作情報である操作情報列が経路検索操作情報
列に対応すると判断した場合に、前記経路検索対象情報を取得し、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した経路検索対象情報に対応する目的地点のキーワード
を少なくとも取得する請求項１５記載の地図情報処理装置。
【請求項２２】
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前記経路検索対象情報は、
ズームイン操作前にセンタリング操作を受け付けた場合に出力されている地図の中心地点
と近傍にある地点である目印地点のキーワードを取得する旨の情報も含み、
前記キーワード取得手段は、
前記検索範囲情報取得手段が取得した経路検索対象情報に対応する目印地点のキーワード
をも取得する請求項２１記載の地図情報処理装置。
【請求項２３】
前記操作情報列取得部は、
２以上の一連の操作情報である操作情報列を取得し、かつ、所定の条件に合致した場合に
、自動的に取得する一の操作情報列を終了し、
前記第二キーワード取得部は、
前記一の操作情報列を用いて、前記地図情報から１以上のキーワードを取得する請求項２
１記載の地図情報処理装置。
【請求項２４】
前記所定の条件は、移動操作における移動距離が予め決められた閾値より大きい場合であ
る請求項１３記載の地図情報処理装置。
【請求項２５】
前記検索部の検索対象の情報は、インターネット上の１以上のＷｅｂページである請求項
２１記載の地図情報処理装置。
【請求項２６】
前記検索部の検索対象の情報は、インターネット上の１以上のＷｅｂページであり、
前記検索部は、
前記受付部が絞込検索操作情報列を受け付けた場合、前記目的地点のキーワードをタイト
ル内に有し、かつ、前記目印地点のキーワードおよび前記第一キーワード取得部が取得し
たキーワードをページ内に有するＷｅｂページを検索する請求項２２記載の地図情報処理
装置。
【請求項２７】
前記地図情報は、地図の図柄を示す地図図柄情報と、地図上の用語と当該用語の位置を示
す位置情報を有する用語情報を有し、
前記検索部の検索対象の情報は、インターネット上の１以上のＷｅｂページであり、
前記検索部は、
前記第一キーワード取得部が取得したキーワードと、前記目印地点のキーワードと前記目
印地点のキーワードがすべて含まれる１以上のＷｅｂページを取得し、かつ、当該取得し
た１以上の各Ｗｅｂページから２以上の用語を検出し、当該２以上の用語の位置を示す２
以上の位置情報を前記地図情報から取得し、当該２以上の位置情報を用いて、Ｗｅｂペー
ジの記述の地理的範囲を示す情報である地理的範囲情報をＷｅｂページごとに取得し、当
該地理的範囲情報が最も狭い地理的範囲を示すＷｅｂページを少なくとも取得する請求項
２２記載の地図情報処理装置。
【請求項２８】
前記検索部は、
前記第一キーワード取得部が取得したキーワードと、前記目印地点のキーワードと前記目
的地点のキーワードが含まれる１以上のＷｅｂページを取得する場合、少なくとも一のキ
ーワードをＷｅｂページのタイトル内に有する１以上のＷｅｂページを取得する請求項２
７記載の地図情報処理装置。
【請求項２９】
請求項１から請求項１０いずれか記載の地図情報処理装置を具備するナビゲーションシス
テム。
【請求項３０】
請求項１２記載の地図情報処理装置を具備するナビゲーションシステム。
【請求項３１】
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前記第二情報出力部は、
移動体の走行中は、前記検索部が検索した情報を出力しない請求項３０記載のナビゲーシ
ョンシステム。
【請求項３２】
コンピュータを、
地図を出力する指示である地図出力指示、および地図を閲覧する１または２以上の操作で
ある地図閲覧操作列を受け付け受付部と、
前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、記憶媒体から地図情報を読み出し、地図
を出力する地図出力部と、
前記受付部が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報である操
作情報列を取得する操作情報列取得部と、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選択条件に、前記操作情
報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表
示属性を決定する表示属性決定部と、
前記地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情報
を出力する地図出力変更部として機能させるためのプログラム。
【請求項３３】
前記表示属性決定部は、
前記操作情報列と前記２以上のオブジェクト間の関係情報とを用いて、１以上のオブジェ
クトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性を決定するものとして、コンピュー
タを機能させるための請求項３０記載のプログラム。
【請求項３４】
コンピュータを、
第一の情報を出力する指示である第一情報出力指示、および前記地図を閲覧する複数の操
作である地図閲覧操作列を受け付ける受付部と、
前記第一情報出力指示に応じて、第一の情報を出力する第一情報出力部と、
前記地図閲覧操作列に対応する複数の操作の情報である操作情報列を取得する操作情報列
取得部と、
前記第一情報出力指示が有するキーワード、または前記第一の情報に対応するキーワード
を取得する第一キーワード取得部と、
前記操作情報列を用いて、記憶媒体に記憶されている地図情報から１以上のキーワードを
取得する第二キーワード取得部と、
前記第一キーワード取得部および前記第二キーワード取得部が取得した２以上のキーワー
ドを用いて、情報を検索する検索部と、
前記検索部が検索した情報を出力する第二情報出力部として機能させるためのプログラム
。
【請求項３５】
前記受付部は、前記地図を出力する地図出力指示をも受け付け、
前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力す
る地図出力部と、
前記受付部が地図閲覧操作を受け付け場合に、前記地図閲覧操作に応じて地図の出力を変
更する地図出力変更部として、コンピュータをさらに機能させるための請求項３４記載の
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１または２以上の地図閲覧操作の集合である地図閲覧操作列に応じて、地図
上のオブジェクト（地名、図柄など）の表示属性を変更する地図情報処理装置等に関する
ものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、地図閲覧操作に応じて、自動的に適切な情報を提供できる地図情報処理装置があ
った（例えば、特許文献１参照）。かかる地図情報処理装置は、地図についての情報であ
る地図情報を格納し得る地図情報格納部と、前記地図を閲覧する操作である地図閲覧操作
を受け付け受付部と、前記地図閲覧操作に対応する操作の情報である操作情報を取得する
操作情報列取得部と、前記操作情報を用いて、前記地図情報から１以上のキーワードを取
得するキーワード取得部と、前記１以上のキーワードを用いて、情報を検索する検索部と
、前記検索部が検索した情報を出力する情報出力部を具備する地図情報処理装置である。
【特許文献１】特開２００８－３９８７９号公報（第１頁、第１図等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の地図情報処理装置においては、１以上の地図閲覧操作に応じて、
地図上のオブジェクトの表示態様が変更されず、その結果、ユーザの地図操作の履歴に応
じた、適切な地図が表示されなかった。
【０００４】
　また、従来の地図情報処理装置においては、地図の表示に至るまでのユーザの操作（例
えば、キーワードの入力や、ウェブページの閲覧など）をも考慮した、適切な情報提示が
できなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本第一の発明の地図情報処理装置は、地図上に表示される情報であり、地図上の位置情
報を含む１以上のオブジェクトを有する地図情報を、複数格納し得る地図情報格納部と、
前記地図を出力する指示である地図出力指示、および前記地図を閲覧する１または２以上
の操作である地図閲覧操作列を受け付け受付部と、前記受付部が地図出力指示を受け付け
た場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力する地図出力部と、前記受付部が受け付
けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報である操作情報列を取得する
操作情報列取得部と、予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選
択条件に、前記操作情報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以
上のオブジェクトの表示属性を決定する表示属性決定部と、前記地図閲覧操作に応じた地
図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記１以上のオブジェクトの表示
属性に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情報を出力する地図出力変更部と
を具備する地図情報処理装置である。
【０００６】
　かかる構成により、１以上の地図閲覧操作の集合である地図閲覧操作列に応じて、地図
上のオブジェクトの表示属性を変更することができ、ユーザの地図の操作の意図に応じた
地図を出力できる。
【０００７】
　また、本第二の発明の地図情報処理装置は、第一の発明に対して、２以上のオブジェク
ト間の関係に関する情報である関係情報を格納し得る関係情報格納部をさらに具備し、前
記表示属性決定部は、前記操作情報列と前記２以上のオブジェクト間の関係情報とを用い
て、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性を決定する地
図情報処理装置である。
【０００８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、オブジェクト間の関係情報をも用いて、地図
上のオブジェクトの表示属性を変更することができ、さらに、ユーザの地図の操作の意図
に応じた地図を出力できる。
【０００９】
　また、本第三の発明の地図情報処理装置は、第二の発明に対して、前記地図情報格納部
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は、同一の領域の地図情報であり、縮尺が異なる複数の地図情報を格納しており、前記縮
尺が異なる複数の地図情報における２以上のオブジェクトの出現パターン、および前記２
以上のオブジェクトの位置情報を用いて、前記２以上のオブジェクト間の関係情報を取得
する関係情報取得部をさらに具備し、前記関係情報格納部が格納している関係情報は、前
記関係情報取得部が取得した関係情報である地図情報処理装置である。
【００１０】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、オブジェクト間の関係情報を自動取得できる
。
【００１１】
　また、本第四の発明の地図情報処理装置は、第二、第三いずれかの発明に対して、前記
関係情報は、二つ以上のオブジェクトが同等の関係にある同位関係、一のオブジェクトが
他のオブジェクトと比較して上位にある上位関係、および一のオブジェクトが他のオブジ
ェクトと比較して下位にある下位関係を含む地図情報処理装置である。
【００１２】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、オブジェクト間の適切な関係情報を用いるこ
とができる。
【００１３】
　また、本第五の発明の地図情報処理装置は、第一から第四いずれかの発明に対して、前
記表示属性決定部は、操作情報列を含むオブジェクト選択条件を１以上格納しているオブ
ジェクト選択条件格納手段と、前記操作情報列が前記１以上のオブジェクト選択条件に合
致するか否かを判断する判断手段と、前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選
択条件に対応する１以上のオブジェクトを選択するオブジェクト選択手段と、前記オブジ
ェクト選択手段が選択した１以上のオブジェクトの表示属性を、前記判断手段が合致する
と判断したオブジェクト選択条件に対応する表示属性値に設定する表示属性値設定手段を
具備する地図情報処理装置である。
【００１４】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、１以上の地図閲覧操作の集合である地図閲覧
操作列に応じて、地図上のオブジェクトの表示属性を変更することができ、ユーザの地図
の操作の意図に応じた地図を出力できる。
【００１５】
　また、本第六の発明の地図情報処理装置は、第一から第五いずれかの発明に対して、前
記表示属性値は、オブジェクトの強調表示となる属性値、またはオブジェクトの淡化表示
となる属性値である地図情報処理装置である。
【００１６】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図の操作の意図に応じた地図を、
わかりやすく出力できる。
【００１７】
　また、本第七の発明の地図情報処理装置は、第六の発明に対して、前記表示属性決定部
は、先に表示されていた地図に対応する地図情報が有さず、かつ、新たに表示される地図
に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトが強調表示となるような属性値を、前
記１以上のオブジェクトに設定する地図情報処理装置である。
【００１８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図の操作の意図に応じた地図を、
わかりやすく出力できる。
【００１９】
　また、本第八の発明の地図情報処理装置は、第六の発明に対して、前記表示属性決定部
は、先に表示されていた地図に対応する地図情報が有し、かつ、新たに表示される地図に
対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトが淡化表示となるような属性値を、前記
１以上のオブジェクトに設定する地図情報処理装置である。
【００２０】
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　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図の操作の意図に応じた地図を、
わかりやすく出力できる。
【００２１】
　また、本第九の発明の地図情報処理装置は、第六の発明に対して、前記表示属性決定部
は、新たに表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトであり、予
め決められた条件を満たす１以上のオブジェクトを選択し、当該選択した１以上のオブジ
ェクトが強調表示となるような属性値を、前記１以上のオブジェクトに設定する地図情報
処理装置である。
【００２２】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図の操作の意図に応じた地図を、
わかりやすく出力できる。
【００２３】
　また、本第十の発明の地図情報処理装置は、第一から第九いずれかの発明に対して、前
記地図閲覧操作は、ズームイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）、
移動操作（記号［ｍ］）、センタリング操作（記号［ｃ］）を含み、前記操作情報列は、
ｃ＋ｏ＋［ｍｃ］＋（［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を示す情報であり、一の地
点から他の広域な領域へ探索範囲を広げようとする操作に対応する操作情報列である多地
点探索操作情報列、または、ｃ＋ｏ＋（［ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋（［＊］は０回以上の繰
り返し）の操作列を示す情報であり、関心がある一の地点の詳細な情報を得ようとする操
作に対応する操作情報列である関心地点絞込操作情報列、または、［ｍｃ］＋の操作列を
示す情報であり、複数の地点を移動する操作情報列である単純移動操作情報列、または、
［ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択する操作情報列である選択
移動操作情報列、または、［ｍｃ］＋ｏ＋ｉ＋の操作列を示す情報であり、一の地点の相
対的な位置を調べる操作情報列である位置確認操作情報列のいずれかを含む地図情報処理
装置である。
【００２４】
　かかる構成により、地図情報の利用態様に応じた、適切な地図を出力できる。
【００２５】
　また、本第十一の発明の地図情報処理装置は、地図についての情報である地図情報を格
納し得る地図情報格納部と、第一の情報を出力する指示である第一情報出力指示、および
前記地図を閲覧する複数の操作である地図閲覧操作列を受け付ける受付部と、前記第一情
報出力指示に応じて、第一の情報を出力する第一情報出力部と、前記地図閲覧操作列に対
応する複数の操作の情報である操作情報列を取得する操作情報列取得部と、前記第一情報
出力指示が有するキーワード、または前記第一の情報に対応するキーワードを取得する第
一キーワード取得部と、前記操作情報列を用いて、前記地図情報から１以上のキーワード
を取得する第二キーワード取得部と、前記第一キーワード取得部および前記第二キーワー
ド取得部が取得した２以上のキーワードを用いて、情報を検索する検索部と、前記検索部
が検索した情報を出力する第二情報出力部を具備する地図情報処理装置である。
【００２６】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、操作情報列以外の情報も用いて、出力する情
報を決定できる。
【００２７】
　また、本第十二の発明の地図情報処理装置は、第十一の発明に対して、前記受付部は、
前記地図を出力する地図出力指示をも受け付け、前記受付部が地図出力指示を受け付けた
場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力する地図出力部と、前記受付部が地図閲覧
操作を受け付け場合に、前記地図閲覧操作に応じて地図の出力を変更する地図出力変更部
をさらに具備する地図情報処理装置である。
【００２８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、地図の出力変更も可能となる。
【００２９】
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　また、本第十三の発明の地図情報処理装置は、第十二の発明に対して、前記第二キーワ
ード取得部は、操作情報列と、取得するキーワードの地図上での範囲についての情報であ
る検索範囲情報の対である検索範囲管理情報を２組以上格納している検索範囲管理情報格
納手段と、前記操作情報列取得部が取得した１以上の操作情報である操作情報列に対応す
る検索範囲情報を前記検索範囲管理情報格納手段から取得する検索範囲情報取得手段と、
前記検索範囲情報取得手段が取得した検索範囲情報に従って、前記地図情報から１以上の
キーワードを取得するキーワード取得手段を具備する地図情報処理装置である。
【００３０】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、操作情報列のパターンに合致したキーワード
の検索範囲を定義でき、適切にユーザの地図操作意図に合致した情報を提供することがで
きる。
【００３１】
　また、本第十四の発明の地図情報処理装置は、第十三の発明に対して、前記地図閲覧操
作は、ズームイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）、移動操作（記
号［ｍ］）、センタリング操作（記号［ｃ］）を含み、前記操作情報列は、ｍ＊ｃ＋ｉ＋
（［＊］は０回以上の繰り返し、［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を示す情報であ
り、任意の一点を指定する操作情報列である単点指定操作情報列、または、ｍ＋ｏ＋の操
作列を示す情報であり、任意の二以上の点を指定する操作情報列である複数点指定操作情
報列、または、ｉ＋ｃ［ｃ＊ｍ＊］＊の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択
する操作情報列である選択指定操作情報列、または、ｃ＋ｍ＊ｏ＋の操作列を示す情報で
あり、複数の地点の位置関係を調べる操作情報列である周辺指定操作情報列、または、ｏ
＋ｍ＋の操作列を示す情報であり、複数地点を移動させていく操作情報列である広域指定
操作情報列、または、前記５種類の操作情報列の２以上の組み合わせのいずれかを含む地
図情報処理装置である。
【００３２】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、適切にユーザの地図操作意図に合致した情報
を提供することができる。
【００３３】
　また、本第十五の発明の地図情報処理装置は、第十四の発明に対して、前記５種類の操
作情報列の組み合わせは、単点指定操作情報列の後に単点指定操作情報列が続き、その後
に、当該後の単点指定操作情報列の一部が重複する選択指定操作情報列を有する操作情報
列である絞込検索操作情報列と、選択指定操作情報列の後に複数点指定操作情報列が続き
、その後に、当該複数点指定操作情報列の一部が重複する広域指定操作情報列を有する操
作情報列である比較検索操作情報列と、周辺指定操作情報列の後に、選択指定操作情報列
が続く操作情報列である経路検索操作情報列のいずれかである地図情報処理装置である。
【００３４】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、さらに適切にユーザの地図操作意図に合致し
た情報を提供することができる。
【００３５】
　また、本第十六の発明の地図情報処理装置は、第十五の発明に対して、前記検索範囲管
理情報格納手段は、絞込検索操作情報列と、ズームイン操作後にセンタリング操作を受け
付けた場合またはズームイン操作後に移動操作を受け付けた場合に出力されている地図の
中心地点と近傍にある地点である目的地点のキーワードを取得する旨の情報である絞込検
索対象情報を対に有する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、前記検索範囲情報取得手
段は、前記操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が絞込検索操
作情報列に対応すると判断した場合に、前記絞込検索対象情報を取得し、前記キーワード
取得手段は、前記検索範囲情報取得手段が取得した絞込検索対象情報に対応する目的地点
のキーワードを少なくとも取得する地図情報処理装置である。
【００３６】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、絞込検索の意図に合致した情報を取得できる
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。
【００３７】
　また、本第十七の発明の地図情報処理装置は、第十六の発明に対して、前記絞込検索対
象情報は、ズームイン操作前にセンタリング操作を受け付けた場合に出力されている地図
の中心地点と近傍にある地点である目印地点のキーワードを取得する旨の情報も含み、前
記キーワード取得手段は、前記検索範囲情報取得手段が取得した絞込検索対象情報に対応
する目印地点のキーワードをも取得する地図情報処理装置である。
【００３８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、絞込検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００３９】
　また、本第十八の発明の地図情報処理装置は、第十五の発明に対して、前記検索範囲管
理情報格納手段は、比較検索操作情報列と、ズームアウト操作後に出力されている地図の
領域とズームアウト操作前に出力されている地図の領域の差の領域を示す情報である比較
検索対象情報を対に有する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、前記検索範囲情報取得
手段は、前記操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が比較検索
操作情報列に対応すると判断した場合に、前記比較検索対象情報を取得し、前記キーワー
ド取得手段は、前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワ
ードを少なくとも取得する地図情報処理装置である。
【００４０】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、比較検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００４１】
　また、本第十九の発明の地図情報処理装置は、第十五の発明に対して、前記検索範囲管
理情報格納手段は、比較検索操作情報列と、移動操作後に出力されている地図の領域から
移動操作前に出力されている地図の領域を除いた領域を示す情報である比較検索対象情報
を対に有する検索範囲管理情報を少なくとも格納し、前記検索範囲情報取得手段は、前記
操作情報列取得部が取得した２以上の操作情報である操作情報列が比較検索操作情報列に
対応すると判断した場合に、前記比較検索対象情報を取得し、前記キーワード取得手段は
、前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードを少なく
とも取得する地図情報処理装置である。
【００４２】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、比較検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００４３】
　また、本第二十の発明の地図情報処理装置は、第十八の発明に対して、前記検索部が検
索する情報は、インターネット上の複数のＷｅｂページであり、前記キーワード取得手段
は、前記検索範囲情報取得手段が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードキーワ
ードを取得した場合に一のキーワードのみを取得した場合、さらに、当該一のキーワード
と共起度の最大となるキーワードを前記複数のＷｅｂページから検索し、取得する地図情
報処理装置である。
【００４４】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、比較検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００４５】
　また、本第二十一の発明の地図情報処理装置は、第十五の発明に対して、前記検索範囲
管理情報格納手段は、経路検索操作情報列と、ズームイン操作またはズームアウト操作を
受け付けた場合に出力されている地図の中心地点と近傍にある地点である目的地点のキー
ワードを取得する旨の情報である経路検索対象情報を対に有する検索範囲管理情報を少な
くとも格納し、前記検索範囲情報取得手段は、前記操作情報列取得部が取得した１以上の
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操作情報である操作情報列が経路検索操作情報列に対応すると判断した場合に、前記経路
検索対象情報を取得し、前記キーワード取得手段は、前記検索範囲情報取得手段が取得し
た経路検索対象情報に対応する目的地点のキーワードを少なくとも取得する地図情報処理
装置である。
【００４６】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、経路検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００４７】
　また、本第二十二の発明の地図情報処理装置は、第二十一の発明に対して、前記経路検
索対象情報は、ズームイン操作前にセンタリング操作を受け付けた場合に出力されている
地図の中心地点と近傍にある地点である目印地点のキーワードを取得する旨の情報も含み
、前記キーワード取得手段は、前記検索範囲情報取得手段が取得した経路検索対象情報に
対応する目印地点のキーワードをも取得する地図情報処理装置である。
【００４８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、経路検索の意図に合致した情報を取得できる
。
【００４９】
　また、本第二十三の発明の地図情報処理装置は、第二十一の発明に対して、前記操作情
報列取得部は、２以上の一連の操作情報である操作情報列を取得し、かつ、所定の条件に
合致した場合に、自動的に取得する一の操作情報列を終了し、前記第二キーワード取得部
は、前記一の操作情報列を用いて、前記地図情報から１以上のキーワードを取得する地図
情報処理装置である。
【００５０】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図操作の区切りを自動的に取得で
き、さらに適切な情報検索が可能となる。
【００５１】
　また、本第二十四の発明の地図情報処理装置は、第十三の発明に対して、前記所定の条
件は、移動操作における移動距離が予め決められた閾値より大きい場合である地図情報処
理装置である。
【００５２】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、ユーザの地図操作の区切りを自動的に取得で
き、さらに適切な情報検索が可能となる。
【００５３】
　また、本第二十五の発明の地図情報処理装置は、第二十一の発明に対して、前記検索部
の検索対象の情報は、インターネット上の１以上のＷｅｂページである地図情報処理装置
である。
【００５４】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、Ｗｅｂ上の情報格納装置から適切な情報を検
索できる。
【００５５】
　また、本第二十六の発明の地図情報処理装置は、第二十二の発明に対して、前記検索部
の検索対象の情報は、インターネット上の１以上のＷｅｂページであり、前記検索部は、
前記受付部が絞込検索操作情報列を受け付けた場合、前記目的地点のキーワードをタイト
ル内に有し、かつ、前記目印地点のキーワードおよび前記第一キーワード取得部が取得し
たキーワードをページ内に有するＷｅｂページを検索する地図情報処理装置である。
【００５６】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、適切なＷｅｂページを取得できる。
【００５７】
　また、本第二十七の発明の地図情報処理装置は、第二十二の発明に対して、前記地図情
報は、地図の図柄を示す地図図柄情報と、地図上の用語と当該用語の位置を示す位置情報
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を有する用語情報を有し、前記検索部の検索対象の情報は、インターネット上の１以上の
Ｗｅｂページであり、前記検索部は、前記第一キーワード取得部が取得したキーワードと
、前記目印地点のキーワードと前記目印地点のキーワードがすべて含まれる１以上のＷｅ
ｂページを取得し、かつ、当該取得した１以上の各Ｗｅｂページから２以上の用語を検出
し、当該２以上の用語の位置を示す２以上の位置情報を前記地図情報から取得し、当該２
以上の位置情報を用いて、Ｗｅｂページの記述の地理的範囲を示す情報である地理的範囲
情報をＷｅｂページごとに取得し、当該地理的範囲情報が最も狭い地理的範囲を示すＷｅ
ｂページを少なくとも取得する地図情報処理装置である。
【００５８】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、適切なＷｅｂページを取得できる。
【００５９】
　また、本第二十八の発明の地図情報処理装置は、第二十七の発明に対して、前記検索部
は、前記第一キーワード取得部が取得したキーワードと、前記目印地点のキーワードと前
記目的地点のキーワードが含まれる１以上のＷｅｂページを取得する場合、少なくとも一
のキーワードをＷｅｂページのタイトル内に有する１以上のＷｅｂページを取得する地図
情報処理装置である。
【００６０】
　かかる構成により、地図情報処理装置は、さらに適切なＷｅｂページを取得できる。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明による地図情報処理装置によれば、適切な情報が提示できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６２】
　以下、地図情報処理システム等の実施形態について図面を参照して説明する。なお、実
施の形態において同じ符号を付した構成要素は同様の動作を行うので、再度の説明を省略
する場合がある。
【００６３】
　（実施の形態１）
【００６４】
　本実施の形態において、１以上の地図閲覧操作の集合である地図閲覧操作列に応じて、
地図上のオブジェクト（地名、図柄など）の表示属性を変更する地図情報処理システムに
ついて説明する。本地図情報処理システムにおいて、表示属性の変更には、例えば、オブ
ジェクト間の関係情報を用いる。また、本実施の形態において、オブジェクト間の関係情
報を自動取得する機能についても説明する。
【００６５】
　図１は、本実施の形態における地図情報処理システム１の概念図である。地図情報処理
システム１は、地図情報処理装置１１、１以上の端末装置１２を具備する。なお、地図情
報処理装置１１は、スタンドアロンでも良い。また、地図情報処理システム１、または地
図情報処理装置１１は、ナビゲーションシステムを構成しても良い。さらに、端末装置１
２は、ユーザが利用する端末である。
【００６６】
　図２は、本実施の形態における地図情報処理システム１のブロック図である。地図情報
処理装置１１は、地図情報格納部１１１、関係情報格納部１１２、受付部１１３、地図出
力部１１４、操作情報列取得部１１５、関係情報取得部１１６、関係情報蓄積部１１７、
表示属性決定部１１８、地図出力変更部１１９を具備する。
【００６７】
　表示属性決定部１１８は、オブジェクト選択条件格納手段１１８１、判断手段１１８２
、オブジェクト選択手段１１８３、表示属性値設定手段１１８４を具備する。
【００６８】
　端末装置１２は、端末側受付部１２１、端末側送信部１２２、端末側受信部１２３、端
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末側出力部１２４を具備する。
【００６９】
　地図情報格納部１１１は、複数の地図情報を格納し得る。地図情報は、地図上に表示さ
れる情報であり、地図上の位置情報を含む１以上のオブジェクトを有する。地図情報は、
例えば、地図の図柄（画像）を示す地図図柄情報と、オブジェクトを有する。地図図柄情
報は、例えば、地図を構成するビットマップまたはベクターデータなどである。オブジェ
クトとは、地名、名勝等の文字列、地図上の図柄（マークなども含む）、一部の領域など
である。オブジェクトとは、地図を構成する部分であり、地図上に現れる情報であり、文
字列、画像、動画等、そのデータタイプは問わない。オブジェクトとは、例えば、用語（
地名、名勝等の文字列）を有する。オブジェクトとは、用語のみと考えても良いし、用語
と位置情報を有すると考えても良い。用語とは、地図上に表記されている地名や、建物や
名勝や場所の名称などの文字列である。また、位置情報は、地図上の経度、緯度を有する
情報や二次元平面上のＸ，Ｙ座標値（地点情報）や、領域を示す情報（領域情報）などで
ある。地点情報は、地図上の点の情報である。領域情報は、例えば、地図上の矩形を示す
２点の情報（左上の経度、緯度、および右下の経度緯度など）である。また、地図情報は
、ＩＳＯのｋｉｗｉ地図データフォーマットであっても良い。また、地図情報は、好まし
くは、縮尺ごとに地図図柄情報と、用語情報を有する。また、オブジェクトを出力する、
とは、通常、オブジェクトが有する用語を、オブジェクトが有する位置情報に対応する位
置に出力することである。地図情報格納部１１１は、通常、同一の領域の地図情報であり
、縮尺が異なる複数の地図情報を格納している。また、通常、地図図柄情報は、地図の縮
尺を示す情報である縮尺情報と対に格納されている。地図情報格納部１１１は、不揮発性
の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体でも実現可能である。地図情報格納部１１
１に地図情報が記憶される過程は問わない。例えば、記録媒体を介して地図情報が地図情
報格納部１１１で記憶されるようになってもよく、通信回線等を介して送信された地図情
報が地図情報格納部１１１で記憶されるようになってもよく、あるいは、入力デバイスを
介して入力された地図情報が地図情報格納部１１１で記憶されるようになってもよい。
【００７０】
　関係情報格納部１１２は、関係情報を格納し得る。関係情報とは、２以上のオブジェク
ト間の関係に関する情報である。関係情報とは、例えば、同位関係、上位関係、下位関係
、無関係などがある。同位関係とは、二つ以上のオブジェクトが同等である関係である。
上位関係とは、一のオブジェクトが他のオブジェクトと比較して上位にある関係である。
下位関係とは、一のオブジェクトが他のオブジェクトと比較して下位にある関係である。
関係情報格納部１１２は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体でも実
現可能である。関係情報格納部１１２に関係情報が記憶される過程は問わない。例えば、
記録媒体を介して関係情報が関係情報格納部１１２で記憶されるようになってもよく、通
信回線等を介して送信された関係情報が関係情報格納部１１２で記憶されるようになって
もよく、あるいは、入力デバイスを介して入力された関係情報が関係情報格納部１１２で
記憶されるようになってもよい。
【００７１】
　受付部１１３は、各種指示や情報などを受け付ける。各種指示や情報とは、例えば、地
図を出力する指示である地図出力指示、地図を閲覧する１または２以上の操作である地図
閲覧操作列などである。受付部１１３は、例えば、ユーザから各種指示や情報などを受け
付けても良いし、端末装置１２から各種指示や情報などを受信しても良い。また、受付部
１１３は、図示しないナビゲーションシステムから、操作などを受け付けても良い。つま
り、自動車の走行により、現在地点が移動していくが、この移動は、例えば、地図の移動
操作またはセンタリング操作であり、かかる移動やセンタリングの操作を、受付部１１３
がナビゲーションシステムから受け付けても良い。受付部１１３は、無線または有線の通
信手段で実現され得る。
【００７２】
　地図出力部１１４は、受付部１１３が地図出力指示を受け付けた場合に、地図情報格納
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部１１１から、地図出力指示に対応する地図情報を読み出し、地図を出力する。地図出力
部１１４の機能は公知技術であるので詳細な説明を省略する。ここで、出力とは、ディス
プレイへの表示、プロジェクターを用いた投影、プリンタへの印字、音出力、外部の装置
（端末装置１２など）への送信、記録媒体への蓄積、他の処理装置や他のプログラム等へ
の処理結果の引渡し等を含む概念である。地図出力部１１４は、例えば、無線または有線
の通信手段で実現され得る。
【００７３】
　操作情報列取得部１１５は、受付部１１３が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１ま
たは２以上の操作の情報である操作情報列を取得する。地図閲覧操作とは、例えば、ズー
ムイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）、移動操作（記号［ｍ］）
、センタリング操作（記号［ｃ］）などを含む。地図閲覧操作とは、自動車等の移動物体
の走行により発生する情報も含めて考えても良い。なお、操作情報列は、例えば、多地点
探索操作情報列、関心地点絞込操作情報列、単純移動操作情報列、選択移動操作情報列、
または、位置確認操作情報列のいずれかを含むことは好適である。多地点探索操作情報列
とは、ｃ＋ｏ＋［ｍｃ］＋（［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を示す情報であり、
一の地点から他の広域な領域へ探索範囲を広げようとする操作に対応する操作情報列であ
る。関心地点絞込操作情報列とは、ｃ＋ｏ＋（［ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋（［＊］は０回以
上の繰り返し）の操作列を示す情報であり、関心がある一の地点の詳細な情報を得ようと
する操作に対応する操作情報列である。単純移動操作情報列とは、［ｍｃ］＋の操作列を
示す情報であり、複数の地点を移動する操作情報列である。選択移動操作情報列とは、［
ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択する操作情報列である。位置
確認操作情報列とは、［ｍｃ］＋ｏ＋ｉ＋の操作列を示す情報であり、一の地点の相対的
な位置を調べる操作情報列である。操作情報列取得部１１５は、通常、ＭＰＵやメモリ等
から実現され得る。操作情報列取得部１１５の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現さ
れ、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専
用回路）で実現しても良い。
【００７４】
　関係情報取得部１１６は、２以上のオブジェクト間の関係情報を取得する。関係情報と
は、２以上のオブジェクト間の関係を示す情報である。関係情報には、例えば、二つ以上
のオブジェクトが同等の関係にある同位関係、一のオブジェクトが他のオブジェクトと比
較して上位にある上位関係、および一のオブジェクトが他のオブジェクトと比較して下位
にある下位関係、無関係などがある。関係情報取得部１１６は、例えば、縮尺が異なる複
数の地図情報における２以上のオブジェクトの出現パターン、および２以上のオブジェク
トの位置情報を用いて、２以上のオブジェクト間の関係情報を取得する。オブジェクトの
出現パターンとは、例えば、同一関係、より広域な縮尺関係、より詳細な縮尺関係がある
。同一関係とは、２つのオブジェクト（例えば、地名、名勝）が出現する縮尺のパターン
が完全に一致している場合の、当該２つのオブジェクトの関係を言う。また、第一のオブ
ジェクトに対して、第一のオブジェクトよりも広域な縮尺においても出現する第二のオブ
ジェクトが存在する場合、第二のオブジェクトは第一のオブジェクトに対して「より広域
な縮尺関係」である。さらに、第一のオブジェクトに対して、第一のオブジェクトよりも
詳細な縮尺においても出現する第二のオブジェクトが存在する場合、第二のオブジェクト
は第一のオブジェクトに対して「より詳細な縮尺関係」である。また、２以上のオブジェ
クトの位置情報とは、ここでは、例えば、２以上のオブジェクトの領域の関係である。領
域の関係として、例えば、独立（隣接）、包含、一致、重複がある。知恩院と二条城のよ
うに地名領域が重なっていない場合、２つのオブジェクトは、独立である。また、京都御
苑と京都御所のように、一の地名の領域に他の地名の領域が完全に含まれている場合、２
つのオブジェクトは、包含である。被包含は、包含の逆である。一致とは、２つのオブジ
ェクトの位置情報が示す領域が全く同じであることである。重複とは、大阪駅と梅田駅の
ように地下と地上で領域の一部が重なっているような地名（オブジェクト）である。
【００７５】
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　関係情報取得部１１６は、例えば、図３に示すような、関係判断管理表を保持している
。そして、関係情報取得部１１６は、関係判断管理表を用いて、２つのオブジェクトの出
現パターンと、位置情報から、関係情報を取得する。関係判断管理表の縦軸はオブジェク
トの出現パターン、横軸は位置情報（２つの領域の関係）である。つまり、関係情報取得
部１１６は、２つのオブジェクトの出現パターンが同一関係である場合、位置情報に関わ
らず、関係判断管理表から、２つのオブジェクト間の関係を同位関係と判断する。そして
、関係情報取得部１１６は、２つのオブジェクトの出現パターンがより広域な縮尺関係で
あり、位置情報が包含、または一致、または重複の場合、２つのオブジェクト間の関係を
上位関係と判断する。また、関係情報取得部１１６は、２つのオブジェクトの出現パター
ンがより詳細な縮尺関係であり、位置情報が被包含、または一致、または重複の場合、２
つのオブジェクト間の関係を下位関係と判断する。その他の場合、関係情報取得部１１６
は、２つのオブジェクト間の関係を無関係と判断する。そして、関係情報取得部１１６は
、判断に対応する関係情報（図３の情報）を取得する。なお、関係情報取得部１１６が関
係情報を取得するタイミングは問わない。関係情報取得部１１６は、通常、ＭＰＵやメモ
リ等から実現され得る。関係情報取得部１１６の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現
され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（
専用回路）で実現しても良い。
【００７６】
　関係情報蓄積部１１７は、関係情報取得部１１６が取得した関係情報を、関係情報格納
部１１２に、少なくとも一時的に蓄積する。関係情報蓄積部１１７は、通常、ＭＰＵやメ
モリ等から実現され得る。関係情報蓄積部１１７の処理手順は、通常、ソフトウェアで実
現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア
（専用回路）で実現しても良い。
【００７７】
　表示属性決定部１１８は、予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェ
クト選択条件に、操作情報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１
以上のオブジェクトの表示属性を決定する。なお、表示属性決定部１１８は、通常、オブ
ジェクト選択条件に対応するオブジェクトの表示属性を保持している。また、表示属性決
定部１１８は、例えば、操作情報列と２以上のオブジェクト間の関係情報とを用いて、１
以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性を決定する。なお、
ここで、決定するとは、表示属性を、オブジェクトの属性として設定することでも良い。
また、表示属性とは、例えば、文字列の属性（フォント、色、大きさなど）、文字列を囲
む図形の属性（図形の形状、色、線種など）、領域の属性（色、領域の境界の線種など）
などである。さらに、具体的には、例えば、表示属性決定部１１８は、先に表示されてい
た地図に対応する地図情報が有さず、かつ、新たに表示される地図に対応する地図情報が
有する１以上のオブジェクトが強調表示となるような属性値を、１以上のオブジェクトに
設定する。強調表示となるような属性値とは、例えば、文字列をＢＯＬＤフォントにする
、文字色を赤にする、背景色が他と比較して目立つ色（赤など）、文字のサイズを大きく
、文字列を点滅させる等、他と比較して、目立つ態様にするような属性値である。また、
具体的には、例えば、表示属性決定部１１８は、先に表示されていた地図に対応する地図
情報が有し、かつ、新たに表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェ
クトが淡化表示となるような属性値を、１以上のオブジェクトに設定する。淡化表示とな
るような属性値とは、文字色や領域を灰色等の薄い色にする、フォントサイズを小さくす
る、文字列や領域を半透明にする等、他と比較して目立たないような表示になるようにす
る属性値である。また、具体的には、例えば、表示属性決定部１１８は、新たに表示され
る地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトであり、予め決められた条件を
満たす１以上のオブジェクトを選択し、当該選択した１以上のオブジェクトが強調表示と
なるような属性値を、１以上のオブジェクトに設定する。ここで、予め決められた条件と
は、例えば、センタリング操作が入力された場合の地図の中央点に最も近い位置に存在す
る地名などのオブジェクトなどである。表示属性決定部１１８は、ディスプレイデバイス
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を含むと考えても含まないと考えても良い。表示属性決定部１１８は、ディスプレイデバ
イスのドライバーソフトまたは、ディスプレイデバイスのドライバーソフトとディスプレ
イデバイス等で実現され得る。
【００７８】
　オブジェクト選択条件格納手段１１８１は、操作情報列を含むオブジェクト選択条件を
１以上格納している。オブジェクト選択条件とは、予め決められたオブジェクトを選択す
るための条件である。オブジェクト選択条件格納手段１１８１は、オブジェクト選択条件
と、選択するオブジェクトを特定する情報である選択特定情報（後述する図７のオブジェ
クト選択方法に該当する）と、表示属性値を対に有することは好適である。オブジェクト
選択条件格納手段１１８１は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体で
も実現可能である。オブジェクト選択条件格納手段１１８１にオブジェクト選択条件が記
憶される過程は問わない。例えば、記録媒体を介してオブジェクト選択条件がオブジェク
ト選択条件格納手段１１８１で記憶されるようになってもよく、通信回線等を介して送信
されたオブジェクト選択条件がオブジェクト選択条件格納手段１１８１で記憶されるよう
になってもよく、あるいは、入力デバイスを介して入力されたオブジェクト選択条件がオ
ブジェクト選択条件格納手段１１８１で記憶されるようになってもよい。
【００７９】
　判断手段１１８２は、操作情報列取得部１１５が取得した操作情報列が１以上のオブジ
ェクト選択条件に合致するか否かを判断する。判断手段１１８２は、通常、ＭＰＵやメモ
リ等から実現され得る。判断手段１１８２の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され
、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用
回路）で実現しても良い。
【００８０】
　オブジェクト選択手段１１８３は、判断手段１１８２が合致すると判断したオブジェク
ト選択条件に対応する１以上のオブジェクトを選択する。オブジェクト選択手段１１８３
は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。オブジェクト選択手段１１８３の処理手
順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録さ
れている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００８１】
　表示属性値設定手段１１８４は、オブジェクト選択手段１１８３が選択した１以上のオ
ブジェクトの表示属性を、判断手段１１８２が合致すると判断したオブジェクト選択条件
に対応する表示属性値に設定する。表示属性値設定手段１１８４は、オブジェクト選択手
段１１８３が選択した１以上のオブジェクトの表示属性を、予め決められた表示属性値に
設定しても良い。表示属性値設定手段１１８４は、ディスプレイデバイスを含むと考えて
も含まないと考えても良い。表示属性値設定手段１１８４は、ディスプレイデバイスのド
ライバーソフトまたは、ディスプレイデバイスのドライバーソフトとディスプレイデバイ
ス等で実現され得る。
【００８２】
　地図出力変更部１１９は、地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、表示属性決
定部１１８が決定した１以上のオブジェクトの表示属性に従って、１以上のオブジェクト
を有する地図情報を出力する。ここで、出力とは、ディスプレイへの表示、プロジェクタ
ーを用いた投影、プリンタへの印字、音出力、外部の装置（例えば、表示装置）への送信
、記録媒体への蓄積、他の処理装置や他のプログラム等への処理結果の引渡し等を含む概
念である。地図出力変更部１１９は、ディスプレイやスピーカー等の出力デバイスを含む
と考えても含まないと考えても良い。地図出力変更部１１９は、出力デバイスのドライバ
ーソフトまたは、出力デバイスのドライバーソフトと出力デバイス等で実現され得る。
【００８３】
　端末側受付部１２１は、ユーザからの指示や、地図の操作などを受け付ける。端末側受
付部１２１は、例えば、地図を出力する指示である地図出力指示、および地図を閲覧する
１または２以上の操作である地図閲覧操作列を受け付ける。指示などの入力手段は、キー
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ボードやマウスやメニュー画面によるもの等、何でも良い。端末側受付部１２１は、キー
ボード等の入力手段のデバイスドライバーや、メニュー画面の制御ソフトウェア等で実現
され得る。端末側受付部１２１は、タッチパネルからの信号を受け付けても良いことは言
うまでもない。
【００８４】
　端末側送信部１２２は、端末側受付部１２１が受け付けた指示などを地図情報処理装置
１１に送信する。端末側送信部１２２は、通常、無線または有線の通信手段で実現される
が、放送手段で実現されても良い。
【００８５】
　端末側受信部１２３は、地図情報処理装置１１から地図情報などを受信する。端末側受
信部１２３は、通常、無線または有線の通信手段で実現されるが、放送を受信する手段で
実現されても良い。
【００８６】
　端末側出力部１２４は、端末側受信部１２３が受信した地図情報を出力する。ここで、
出力とは、ディスプレイへの表示、プロジェクターを用いた投影、プリンタへの印字、音
出力、外部の装置への送信、記録媒体への蓄積、他の処理装置や他のプログラム等への処
理結果の引渡し等を含む概念である。端末側出力部１２４は、ディスプレイやスピーカー
等の出力デバイスを含むと考えても含まないと考えても良い。端末側出力部１２４は、出
力デバイスのドライバーソフトまたは、出力デバイスのドライバーソフトと出力デバイス
等で実現され得る。
【００８７】
　次に、地図情報処理装置１１の動作について、図４のフローチャートを用いて説明する
。なお、端末装置１２は、公知の端末であるので、その動作説明は省略する。
【００８８】
　（ステップＳ４０１）受付部１１３は、指示等を受け付けたか否かを判断する。指示等
を受け付ければステップＳ４０２に行き、指示等を受け付けなければステップＳ４０１に
戻る。
【００８９】
　（ステップＳ４０２）地図出力部１１４は、ステップＳ４０１で受け付けた指示が地図
出力指示であるか否かを判断する。地図出力指示であればステップＳ４０３に行き、地図
出力指示でなければステップＳ４０５に行く。
【００９０】
　（ステップＳ４０３）地図出力部１１４は、地図出力指示に対応する地図情報を、地図
情報格納部１１１から読み出す。地図出力部１１４が読み出す地図情報は、デフォルトの
地図情報（初期画面を構成する地図情報）でも良い。
【００９１】
　（ステップＳ４０４）地図出力部１１４は、ステップＳ４０３で読み出した地図情報を
用いて、地図を出力する。ステップＳ４０１に戻る。
【００９２】
　（ステップＳ４０５）操作情報列取得部１１５は、ステップＳ４０１で受け付けた指示
が地図閲覧操作であるか否かを判断する。地図閲覧操作であればステップＳ４０６に行き
、地図閲覧操作でなければステップＳ４１３に行く。
【００９３】
　（ステップＳ４０６）操作情報列取得部１１５は、ステップＳ４０１で受け付けた地図
閲覧操作に対応する操作情報を取得する。
【００９４】
　（ステップＳ４０７）操作情報列取得部１１５は、ステップＳ４０６で取得した操作情
報を、操作情報列を格納するバッファに追記する。
【００９５】
　（ステップＳ４０８）地図出力変更部１１９は、ステップＳ４０１で受け付けた地図閲
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覧操作に応じた地図を、地図情報格納部１１１から読み出す。
【００９６】
　（ステップＳ４０９）表示属性決定部１１８は、バッファ中の操作情報列が、オブジェ
クト選択条件のうちのいずれかに合致するか否かを判断する。オブジェクト選択条件に合
致ずればステップＳ４１０に行き、オブジェクト選択条件に合致しなければステップＳ４
１２に行く。
【００９７】
　（ステップＳ４１０）表示属性決定部１１８は、ステップＳ４０９で合致すると判断し
たオブジェクト選択条件に対応する１以上のオブジェクトを、ステップＳ４０８で読み出
した地図情報から取得する。なお、表示属性決定部１１８は、例えば、地図情報の中心点
に最も近い位置情報を有するオブジェクト（ここでは、地名のみでも良い）を取得する。
【００９８】
　（ステップＳ４１１）表示属性決定部１１８は、ステップＳ４１０で取得した１以上の
オブジェクトに対して、ステップＳ４０９で合致すると判断したオブジェクト選択条件に
対応する表示属性を設定する。
【００９９】
　（ステップＳ４１２）地図出力変更部１１９は、変更した地図情報を出力する。なお、
変更した地図情報とは、ステップＳ４０８で読み出された地図情報、またはステップＳ４
１１で表示属性を設定されたオブジェクトを含む地図情報である。ステップＳ４０１に戻
る。
【０１００】
　（ステップＳ４１３）関係情報取得部１１６は、ステップＳ４０１で受け付けた指示が
関係情報生成指示であるか否かを判断する。関係情報生成指示であればステップＳ４１４
に行き、関係情報生成指示でなければステップＳ４０１に戻る。
【０１０１】
　（ステップＳ４１４）関係情報取得部１１６等は、関係情報生成処理を行う。ステップ
Ｓ４０１に戻る。なお、関係情報生成処理の詳細について、図５のフローチャートを用い
て説明する。
【０１０２】
　なお、図４のフローチャートにおいて、関係情報生成処理は必須の処理ではない。人手
により、予め関係情報を用意していても良い。
【０１０３】
　また、図４のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【０１０４】
　次に、ステップＳ４１４の関係情報生成処理の詳細について、図５のフローチャートを
用いて説明する。
【０１０５】
　（ステップＳ５０１）関係情報取得部１１６は、カウンタｉに１を代入する。
【０１０６】
　（ステップＳ５０２）関係情報取得部１１６は、地図情報格納部１１１中のすべての地
図情報が有するオブジェクト内に、ｉ番目のオブジェクトが存在するか否かを判断する。
ｉ番目のオブジェクトが存在すればステップＳ５０３に行き、ｉ番目のオブジェクトが存
在しなければ上位処理にリターンする。
【０１０７】
　（ステップＳ５０３）関係情報取得部１１６は、地図情報格納部１１１から、ｉ番目の
オブジェクトを取得し、メモリ上に配置する。
【０１０８】
　（ステップＳ５０４）関係情報取得部１１６は、カウンタｊにｉ＋１を代入する。
【０１０９】



(21) JP 2010-49132 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

　（ステップＳ５０５）関係情報取得部１１６は、地図情報格納部１１１中のすべての地
図情報が有するオブジェクト内に、ｊ番目のオブジェクトが存在するか否かを判断する。
ｊ番目のオブジェクトが存在すればステップＳ５０６に行き、ｊ番目のオブジェクトが存
在しなければステップＳ５２０に行く。
【０１１０】
　（ステップＳ５０６）関係情報取得部１１６は、地図情報格納部１１１から、ｊ番目の
オブジェクトを取得し、メモリ上に配置する。
【０１１１】
　（ステップＳ５０７）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクト、およびｊ番目
のオブジェクトが出現する地図の縮尺（縮尺情報）を、地図情報格納部１１１から取得す
る。
【０１１２】
　（ステップＳ５０８）関係情報取得部１１６は、ステップＳ５０７で取得したｉ番目の
オブジェクト、およびｊ番目のオブジェクトの縮尺情報を用いて、出現パターン（例えば
、同一関係、より広域な縮尺関係、より詳細な縮尺関係、のいずれか）を取得する。
【０１１３】
　（ステップＳ５０９）関係情報取得部１１６は、ステップＳ５０８で取得した出現パタ
ーンが、同一関係であるか否かを判断する。同一関係であればステップＳ５１０に行き、
同一関係でなければステップＳ５１２に行く。
【０１１４】
　（ステップＳ５１０）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの関係情報を同位関係に設定する。なお、「関係情報を同位関係に設定する」と
は、例えば、同位関係のオブジェクトを格納するバッファ（図示しない）に、ｉ番目のオ
ブジェクトとｊ番目のオブジェクトを対にして、追記することである。また、「関係情報
を同位関係に設定する」処理は、如何なる処理でもよく、両オブジェクトが同位関係にあ
ることが分かれば良い。
【０１１５】
　（ステップＳ５１１）関係情報取得部１１６は、カウンタｊを１、インクリメントする
。ステップＳ５０５に戻る。
【０１１６】
　（ステップＳ５１２）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの領域情報を取得する。なお、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブジェクトが
、領域情報を有さない場合もあり得る。
【０１１７】
　（ステップＳ５１３）関係情報取得部１１６は、ステップＳ５０８で取得した出現パタ
ーンが、より広域な縮尺関係であるか否かを判断する。より広域な縮尺関係であればステ
ップＳ５１４に行き、より広域な縮尺関係でなければステップＳ５１６に行く。
【０１１８】
　（ステップＳ５１４）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの領域情報を用いて、両オブジェクトが「包含」または「一致」または「重複」
の領域関係にあるか否かを判断する。両オブジェクトが「包含」または「一致」または「
重複」の領域関係にあればステップＳ５１５に行き、かかる関係になければステップＳ５
１８に行く。
【０１１９】
　（ステップＳ５１５）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの関係情報を上位関係に設定する。なお、「関係情報を上位関係に設定する」と
は、例えば、上位関係のオブジェクトを格納するバッファ（図示しない）に、ｉ番目のオ
ブジェクトとｊ番目のオブジェクトを対にして、追記することである。また、「関係情報
を上位関係に設定する」処理は、如何なる処理でもよく、両オブジェクトが上位関係にあ
ることが分かれば良い。ステップＳ５１１に行く。
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【０１２０】
　（ステップＳ５１６）関係情報取得部１１６は、ステップＳ５０８で取得した出現パタ
ーンが、より詳細な縮尺関係であるか否かを判断する。より詳細な縮尺関係であればステ
ップＳ５１７に行き、より詳細な縮尺関係でなければステップＳ５１１に行く。
【０１２１】
　（ステップＳ５１７）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの領域情報を用いて、両オブジェクトが「被包含」または「一致」または「重複
」の領域関係にあるか否かを判断する。両オブジェクトが「被包含」または「一致」また
は「重複」の領域関係にあればステップＳ５１９に行き、かかる関係になければステップ
Ｓ５１８に行く。
【０１２２】
　（ステップＳ５１８）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの関係情報を無関係に設定する。なお、「無関係に設定する」とは、何も処理を
しなくても良いし、無関係のオブジェクトを格納するバッファ（図示しない）に、ｉ番目
のオブジェクトとｊ番目のオブジェクトを対にして、追記しても良い。ステップＳ５１１
に行く。
【０１２３】
　（ステップＳ５１９）関係情報取得部１１６は、ｉ番目のオブジェクトとｊ番目のオブ
ジェクトの関係情報を下位関係に設定する。なお、「関係情報を下位関係に設定する」と
は、例えば、下位関係のオブジェクトを格納するバッファ（図示しない）に、ｉ番目のオ
ブジェクトとｊ番目のオブジェクトを対にして、追記することである。また、「関係情報
を下位関係に設定する」処理は、如何なる処理でもよく、両オブジェクトが下位関係にあ
ることが分かれば良い。ステップＳ５１１に行く。
【０１２４】
　（ステップＳ５２０）関係情報取得部１１６は、カウンタｉを１、インクリメントする
。ステップＳ５０２に戻る。
【０１２５】
　なお、図５のフローチャートで説明した関係情報生成処理は、地図情報処理装置１１が
オブジェクトを選択するごとに、選択したオブジェクトと、過去に選択された（好ましく
は直前に選択された）オブジェクトとの間の関係を取得する際に行われても良い。つまり
、関係情報生成処理を行うタイミングは問わない。
【０１２６】
　以下、本実施の形態における地図情報処理システム１の具体的な動作について説明する
。地図情報処理システム１の概念図は図１である。
【０１２７】
　今、地図情報格納部１１１には、例えば、図６に示す、京都の地図を構成する地図情報
を格納している、とする。この地図情報は、縮尺が３段階である。図６において、１／２
１０００の地図では知恩院、京都市、清水寺が出現している。また、図６中では、全ての
縮尺で出現しているオブジェクト（地名）は知恩院と清水寺である。また、１／２１００
０と１／８０００の地図で出現しているオブジェクトは京都市である。また、１／８００
０と１／３０００の地図で出現しているオブジェクトは高台寺と一休庵である。さらに、
１／３０００の地図のみで出現しているオブジェクトはウエスティン都ホテルである。ま
た、地図情報は、地図図柄情報とオブジェクトを有する。また、ここでは、オブジェクト
は、用語と位置情報を有する。位置情報は、その用語（地名など）の地点情報（緯度、経
度）と、領域情報とを有する、とする。
【０１２８】
　かかる状況において、ユーザは、端末装置１２に対して、関係情報生成指示を入力した
、とする。そして、端末装置１２の端末側受付部１２１は、関係情報生成指示を受け付け
る。次に、端末側送信部１２２は、関係情報生成指示を地図情報処理装置１１に送信する
。そして、地図情報処理装置１１の受付部１１３は、関係情報生成指示を受信する。そし
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て、地図情報処理装置１１は、図５のフローチャートに従い、地図情報処理装置１１の関
係情報取得部１１６等は、以下のように、オブジェクト間の関係情報を生成する。
【０１２９】
　つまり、関係情報取得部１１６は、清水寺と知恩院というオブジェクトは縮尺出現パタ
ーンが完全に一致しているため、両オブジェクトは、同一関係と決定する。そして、関係
情報取得部１１６は、例えば、１／３０００から１／８０００の縮尺の地図に出現するオ
ブジェクトである「一休庵」に対して、１／３０００から１／２１０００の縮尺の地図に
出現する「清水寺」は、より広域な縮尺関係と決定する。さらに、関係情報取得部１１６
は、例えば、１／３０００から１／２１０００の縮尺の地図に出現する「知恩院」に対し
て、１／３０００の縮尺の地図のみに出現する「京都文化博物館」というオブジェクトは
、より詳細な縮尺関係と決定する。
【０１３０】
　そして、出現パターンの情報と、各地名（オブジェクト）の領域情報を用いて、関係情
報取得部１１６は、図３を参照し、２つのオブジェクト間の関係情報を取得し、関係情報
蓄積部１１７は、当該関係情報を、関係情報格納部１１２に蓄積する。そして、例えば、
関係情報格納部１１２に、図８に示す関係情報管理表が格納される。図８に示す関係情報
管理表において、「上京区」は「京都府庁」の上位関係にある。また、図８に示す関係情
報管理表において、「京都迎賓館」は「御所」の下位関係にある。さらに、図８に示す関
係情報管理表において、同位関係、無関係において、ペアとなるオブジェクトは、それぞ
れ同位関係にあるオブジェクト群、無関係であるオブジェクト群である。
【０１３１】
　また、オブジェクト選択条件格納手段１１８１は、図７に示すオブジェクト選択条件管
理表を保持している。オブジェクト選択条件管理表は、「ＩＤ」「再構成機能名称」「オ
ブジェクト選択条件」「オブジェクト選択方法」「表示属性」の属性値を有するレコード
を格納している。「ＩＤ」は、レコードを識別する識別子である。「再構成機能名称」と
は、再構成機能の名称である。再構成機能とは、地図上のオブジェクトの表示態様を変更
する機能を言う。なお、表示態様の変更とは、オブジェクトの表示属性値の変更、または
オブジェクトの表示／未表示の変更などである。「オブジェクト選択条件」とは、再構成
するオブジェクトを選択する条件である。「オブジェクト選択条件」は、「操作情報列条
件」「操作チャンク条件」「関係情報条件」を有する。「操作情報列条件」は、操作情報
列を有する条件である。操作情報列は、例えば、「ｃ＋ｉ＋［ｍｃ］＋」「ｃ＋ｏ＋（［
ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋」の操作列を示す情報である。なお、［ｍｃ］＊は、「ｍ」または
「ｃ」が０回以上繰り返すことを意味する。「操作チャンク条件」とは、操作チャンクの
条件である。操作チャンクとは、操作がいくつか組み合わさり、意味のあるまとまりにな
っているものを言う。したがって、「操作チャンク条件」と「操作情報列条件」とは、地
図情報処理装置１１から見た場合、同じものである。ここでは、「操作チャンク条件」は
使わず、「操作情報列条件」を用いた動作について説明する。なお、操作チャンクとして
、絞込チャンク（Ｎ）、広域探索チャンク（Ｗ）、移動チャンク（Ｐ）、位置確認チャン
ク（Ｃ）の４パターンが、例えば、考えられる。絞込チャンク（Ｎ）の操作情報列は「ｃ
＋ｉ＋」、広域探索チャンク（Ｗ）の操作情報列は「ｃ＋ｏ＋」、移動チャンク（Ｐ）の
操作情報列は［ｍｃ］＋、位置確認チャンク（Ｃ）の操作情報列は「ｏ＋ｉ＋」である。
また、絞込チャンクは、地図上の何かの地点に関心を持ち、その地点をもっと詳細に見よ
うとする操作列である。ｃ操作により関心のある地点に近づき、関心のある地点をさらに
詳細に見ようとしてｉ操作を行う。広域探索チャンクは、地図上の何かの地点に関心を持
った後に、別の地点を見ようとする操作列である。ある地点をｃ操作により中心に表示さ
せた後、ｏ操作によって広域な地図に切り替える。移動チャンクは、同縮尺地図内で地図
の表示位置を変更する操作列であり、ある地点から別の地点を探索しようとするものであ
る。位置確認チャンクは、現在表示されている地点と他地点との位置関係を把握するため
に、一度地図の縮尺を広域なものに切り替え、確認後に元の縮尺の地図に戻るという操作
列である。
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【０１３２】
　次に、ユーザは、端末装置１２に対して、地図出力指示を入力した、とする。そして、
端末装置１２の端末側受付部１２１は、地図出力指示を受け付ける。次に、端末側送信部
１２２は、地図出力指示を地図情報処理装置１１に送信する。そして、地図情報処理装置
１１の受付部１１３は、地図出力指示を受信する。次に、地図出力部１１４は、地図出力
指示に対応する地図情報を、地図情報格納部１１１から読み出し、地図を端末装置１２に
送信する。そして、端末装置１２の端末側受信部１２３は地図を受信する。次に、端末側
出力部１２４は、地図を出力する。ここで、例えば、端末装置１２に京都の地図が出力さ
れた、とする。
【０１３３】
　以下、５つの再構成機能の具体例について説明する。
（具体例１）
【０１３４】
　具体例１は、多地点探索再構成機能の例である。端末装置１２に京都の地図が出力され
ている状況において、ユーザは、出力されている地図に対して、例えば、マウスや指（タ
ッチパネルの場合）などの入力手段を用いて、「平安神宮」をｃ操作（センタリング操作
）した後にｏ操作（ズームアウト操作）を行い、さらに、「八坂神社」をｃ操作した、と
する。
【０１３５】
　すると、端末装置１２の端末側受付部１２１は、かかる操作を受け付ける。そして、端
末側送信部１２２は、かかる操作に対応する操作情報を地図情報処理装置１１に送信する
。
【０１３６】
　次に、地図情報処理装置１１の受付部１１３は、操作情報列「ｃｏｃ」を受信する。そ
して、操作情報列取得部１１５は、操作情報列「ｃｏｃ」を取得し、メモリ上には配置す
る。なお、通常、一のユーザ操作ごとに、端末装置１２から地図情報処理装置１１に操作
情報が送信されるが、ここでは、一操作ごとの地図情報処理装置１１等の動作説明を省略
する。
【０１３７】
　次に、地図出力変更部１１９は、地図閲覧操作「ｃｏｃ」に応じた地図を、地図情報格
納部１１１から読み出し、メモリ上に配置する。なお、かかる技術は公知技術である。ま
た、ｃ操作により中央に配置されたオブジェクト「平安神宮」と「八坂神社」は選択され
、一時的にバッファに蓄えられる。
【０１３８】
　次に、表示属性決定部１１８は、バッファ中の操作情報列「ｃｏｃ」と、図７のオブジ
ェクト選択条件管理表の各オブジェクト選択条件とのマッチングをとる。そして、表示属
性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表のオブジェクト選択条件のうちの
「ＩＤ＝１」のオブジェクト選択条件「ｃ＋ｏ＋［ｍｃ］＋」に合致する、と判断する。
【０１３９】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表の関係情報条件「
同位」を取得する。そして、表示属性決定部１１８は、バッファに蓄えられている選択オ
ブジェクト「平安神宮」と「八坂神社」が、同位の関係にあるか否かを、図８の関係情報
管理表を用いて判断する。ここでは、表示属性決定部１１８は、「平安神宮」と「八坂神
社」が、同位の関係にあると判断する。以上より、表示属性決定部１１８は、受け付けら
れた操作列が、多地点探索に合致すると判断したこととなる。
【０１４０】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表の「ＩＤ＝１」の
レコードのオブジェクト選択方法「選択オブジェクト」「同位関係」「その他のオブジェ
クト」に対応するオブジェクトを取得する。つまり、表示属性決定部１１８は、「選択オ
ブジェクト」に対応する「平安神宮」と「八坂神社」を取得し、バッファに格納する。そ
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して、表示属性決定部１１８は、「平安神宮」と「八坂神社」に対して、「ＩＤ＝１」の
レコードの表示属性「強調」に対応する表示属性（例えば、文字列をＢＯＬＤフォントに
し、テキストボックスの背景色を黄色にし、領域の背景色を濃い色にする、など）を設定
する。なお、「選択オブジェクト」は、ここでは、一連の操作における１以上のセンタリ
ング操作した場合の、地図の中央点に最も近い位置に存在する１以上のオブジェクトであ
る。なお、表示属性決定部１１８は、選択オブジェクトが、最終の出力される地図情報に
存在するか否かを判断し、存在する場合のみ、表示属性を設定することは好適である。
【０１４１】
　また、表示属性決定部１１８は、オブジェクト選択方法「同位関係」を用いて、選択オ
ブジェクトである「平安神宮」または「八坂神社」と同位関係にあるオブジェクトを、図
８の関係情報管理表から選択する。そして、表示属性決定部１１８は、「高台寺」「安養
寺」などの同位オブジェクトを選択し、バッファに格納する。そして、表示属性決定部１
１８は、同位オブジェクト「高台寺」「安養寺」などに対しても、表示属性「強調」に対
応する表示属性を設定する。なお、表示属性決定部１１８は、同位オブジェクトが、最終
の出力される地図情報に存在するか否かを判断し、存在する場合のみ、表示属性を設定す
ることは好適である。
【０１４２】
　次に、表示属性決定部１１８は、「その他のオブジェクト」に対応するオブジェクト（
最終の出力される地図情報に存在し、かつ、選択オブジェクトでもなく、同位オブジェク
トでもないオブジェクト）を取得し、バッファに格納する。かかるオブジェクトは、例え
ば、「ホテルりょうぜん」である。そして、表示属性決定部１１８は、かかるオブジェク
トに対して、「ＩＤ＝１」のレコードの表示属性「淡化」に対応する表示属性（例えば、
文字列の色をグレイにする、領域の背景色を半透明にする、など）を設定する。
【０１４３】
　そして、表示属性決定部１１８は、バッファ上に、図９に示すオブジェクト表示属性管
理表を得る。なお、オブジェクト表示属性管理表は、一時的に利用される情報である。
【０１４４】
　次に、地図出力変更部１１９は、変更した地図情報を、端末装置１２に送信する。なお
、変更した地図情報とは、図９に示すオブジェクト表示属性管理表に示されるオブジェク
トを含む地図情報である。
【０１４５】
　次に、端末装置１２は、地図情報を受信し、出力する。かかる出力イメージは、図１０
である。図１０において、選択オブジェクト、同位オブジェクトが強調され、その他のオ
ブジェクトが淡化されている。
【０１４６】
　なお、上記において、操作情報列「ｃｏｃ」のうちの最初の「ｃ」操作、および次の「
ｏ」操作により、出力される地図は変更になることは言うまでもない。また、かかる場合
も、表示属性決定部１１８は、操作情報列「ｃ」および操作情報列「ｃｏ」と、図７のオ
ブジェクト選択条件管理表の各オブジェクト選択条件とのマッチングをとり、マッチする
オブジェクト選択条件が存在しないために、再構成機能は働かなかった、ということであ
る。かかることは、以下の具体例２から具体例５でも同様である。
【０１４７】
　この多地点探索再構成機能とは、ある地点から他の広域な領域へ探索範囲を広げようと
する操作が行われた際に、選択された地名が同位関係である場合に発生する再構成機能で
ある。この再構成機能が発生した場合には、ユーザは、先に関心を持っていた地点と同じ
ような表示オブジェクトを探索していると考えられる。再構成効果としては、選択された
オブジェクトの強調、ｃ操作された地名と同位関係となるオブジェクトの強調を行う。こ
の効果により、類似した地点の発見を補助することが出来る。なおトリガはｃ操作とし、
この効果はｃ操作が行われ同位関係の判定となるまで継続する。また、表示属性決定部１
１８は、多地点探索再構成機能などの再構成機能ごとに、トリガとなる操作情報を保持し
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ており、当該トリガに該当する場合に、操作情報列と図７のオブジェクト選択条件管理表
とのマッチングを行うことは好適である。かかることは、他の具体例でも同様である。
（具体例２）
【０１４８】
　具体例２は、関心地点絞込再構成機能の例である。かかる状況において、ユーザは、出
力されている京都の地図に対して、例えば、マウスや指（タッチパネルの場合）などの入
力手段を用いて、所定の操作（例えば、ｃ操作、およびｏ操作）を行った後、「平安神宮
」に対して、ｃ操作を行い、その後に詳細な情報を得ようとしてｉ操作をした、とする。
つまり、地図情報処理装置１１の受付部１１３は、例えば、操作情報列「ｃｏｃｉ」を受
信する。なお、ここで、端末装置１２の動作を省略している。
【０１４９】
　そして、地図出力変更部１１９は、地図閲覧操作「ｃｏｃｉ」に応じた地図を、地図情
報格納部１１１から読み出し、メモリ上に配置する。
【０１５０】
　次に、表示属性決定部１１８は、バッファ中の操作情報列「ｃｏｃｉ」と、図７のオブ
ジェクト選択条件管理表の各オブジェクト選択条件とのマッチングをとる。そして、表示
属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表のオブジェクト選択条件のうち
の「ＩＤ＝２」のオブジェクト選択条件「ｃ＋ｏ＋（［ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋」に合致す
る、と判断した、とする。ここでは、関係情報条件は用いられない。
【０１５１】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表の「ＩＤ＝２」の
レコードのオブジェクト選択方法「選択オブジェクト」「新出オブジェクト」に対応する
オブジェクトを取得する。つまり、表示属性決定部１１８は、「選択オブジェクト」に対
応する「平安神宮」を取得し、バッファに格納する。そして、表示属性決定部１１８は、
「平安神宮」に対して、「ＩＤ＝２」のレコードの表示属性「強調」に対応する表示属性
を設定する。
【０１５２】
　次に、地図出力変更部１１９は、変更した地図情報を、端末装置１２に送信する。なお
、変更した地図情報とは、バッファ上のオブジェクトを含む地図情報である。
【０１５３】
　次に、端末装置１２は、地図情報を受信し、出力する。かかる出力イメージは、図１１
である。図１１において、選択オブジェクト「平安神宮」等が強調されている。つまり、
図１１において、平安神宮という地名と領域が強調され、また、この縮尺で新たに現れた
オブジェクトも強調されている。
【０１５４】
　関心地点絞込再構成機能とは、ズームアウトした状態で、ある地点に関心を持ちｃ操作
を行い、その後に詳細な情報を得ようとしてｉ操作をするものである。選択された地名同
士の関係は用いない。この再構成機能が発生した場合には、ユーザは何か目的を持って地
点を絞り込んできていると考えられる。再構成効果としては、操作によって新しく出現し
たオブジェクトを強調、選択されたオブジェクトの強調が行われる。絞り込む際に、新た
な表示オブジェクトを強調することで、目的地点の発見を補助できると考える。なお、関
心地点絞込再構成機能のトリガはｉ操作とし、この効果は一度きりで継続はせず、ｉ操作
が行われる度に再構成が行われる。
（具体例３）
【０１５５】
　具体例３は、単純移動再構成機能の例である。かかる状況において、ユーザは、出力さ
れている京都の地図に対して、例えば、マウスや指（タッチパネルの場合）などの入力手
段を用いて、「西本願寺」の方向から「京都駅」に向かって移動操作「ｍ」を入力した、
とする。
【０１５６】
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　そして、地図情報処理装置１１の受付部１１３は、操作情報列「ｍ」を受信する。
【０１５７】
　次に、地図出力変更部１１９は、地図閲覧操作「ｍ」に応じた地図を、地図情報格納部
１１１から読み出し、メモリ上に配置する。
【０１５８】
　なお、表示属性決定部１１８は、出力されている地図の中央点に最も近いオブジェクト
をバッファに追記していっている、とする。そして、現在、「西本願寺」と「京都駅」が
バッファに格納されている、とする。また、表示属性決定部１１８は、例えば、地図操作
において、ユーザが指示したオブジェクトなども選択し、バッファに追記しても良い。
【０１５９】
　次に、表示属性決定部１１８は、バッファ中の操作情報列「ｍ」と、図７のオブジェク
ト選択条件管理表の各オブジェクト選択条件とのマッチングをとる。そして、表示属性決
定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表のオブジェクト選択条件のうちの「Ｉ
Ｄ＝３」「ＩＤ＝４」のオブジェクト選択条件「［ｍｃ］＋」に合致する、と判断する。
【０１６０】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表のオブジェクト選
択条件のうちの「ＩＤ＝３」「ＩＤ＝４」の関係情報条件「無関係」「同位ｏｒ上位ｏｒ
下位」を取得する。そして、表示属性決定部１１８は、図８の関係情報管理表から、「西
本願寺」と「京都駅」は「無関係」であると判断する。そして、表示属性決定部１１８は
、バッファ中の操作情報列および選択オブジェクト（ここでは、「西本願寺」と「京都駅
」）は、図７のオブジェクト選択条件管理表のうち、「ＩＤ＝３」のオブジェクト選択条
件にマッチする、と判断する。
【０１６１】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表の「ＩＤ＝３」の
レコードのオブジェクト選択方法「既出オブジェクト」、表示属性「淡化」、およびオブ
ジェクト選択方法「選択オブジェクト」、表示属性「強調」を取得する。そして、表示属
性決定部１１８は、直前、または直前までに表示されており、現在、読み出した地図情報
に含まれるオブジェクトである既出オブジェクトを取得し、バッファに格納する。そして
、その格納されたオブジェクトの表示属性として、「淡化」に対応する属性値（半透明な
ど）を設定する。また、選択オブジェクト（「西本願寺」と「京都駅」）をバッファに格
納する。そして、その格納されたオブジェクトの表示属性として、「強調」に対応する属
性値（ＢＯＬＤフォントなど）を設定する。
【０１６２】
　次に、地図出力変更部１１９は、変更した地図情報を、端末装置１２に送信する。なお
、変更した地図情報とは、表示属性決定部１１８が表示属性を変更したオブジェクトを含
む地図情報である。
【０１６３】
　次に、端末装置１２は、地図情報を受信し、出力する。かかる出力イメージは、図１２
である。図１２において、既出のオブジェクトの淡化、選択オブジェクトの強調が行われ
ている。図１２は、西本願寺の方向から京都駅に向かって移動した場合の効果例であり、
前操作時に表示されていた地図領域が淡化されている。
【０１６４】
　なお、この具体例３の単純移動再構成機能は、ｍ操作が連続して行われているが、選択
した地名同士に関係がなかった場合に発生する再構成機能である。つまり、地名の関係が
無関係の場合に発生する。この単純移動再構成機能が発生した場合には、ユーザは、特に
関心のある地点が発見できずにいる、または、自らの位置がわからなくなっている状況に
あると考えられる。そして、再構成効果としては、既出のオブジェクトの淡化、選択オブ
ジェクトの強調が行われる。単純移動再構成機能により、既に一度見た表示オブジェクト
を淡化することで、ユーザに対しどの部分を見て、どの部分をまだ確認していないかとい
うことを示すことが出来る。なお、トリガはｍ操作、もしくはｃ操作とし、これらの操作
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が続く間は効果も継続する。
（具体例４）
【０１６５】
　具体例４は、選択移動再構成機能の例である。選択移動再構成機能は、ｍ操作が行われ
ているうちに、表示属性決定部１１８が選択し、バッファ上に格納した地名同士に同位、
上位、下位の関係性がある場合に発生する再構成機能である（図７のオブジェクト選択条
件管理表を参照のこと）。この再構成機能が発生した場合には、ユーザは何かに関心を持
ち、意図的にそれらの地名を選びながら移動していると考えられる。再構成効果としては
、既出オブジェクトの淡化、選択オブジェクトの強調、地名の関係性によるオブジェクト
の強調が行われる。一度見た領域の淡化に加えて、地名の関係に従って表示オブジェクト
を呈示することで、ユーザが次に求めている表示オブジェクトの候補を示すことが出来る
と考える。なお、トリガはｍ操作、もしくはｃ操作とし、これらの操作が続く間は効果も
継続する。
（具体例５）
【０１６６】
　具体例５は、位置確認再構成機能の例である。かかる状況において、ユーザは、出力さ
れている京都の地図に対して、例えば、マウスや指（タッチパネルの場合）などの入力手
段を用いて、「東本願寺」をｃ操作後、移動しながら「プラッツ近鉄」、「京都タワー」
、「伊勢丹」をそれぞれｃ操作し、その後ｏ操作、およびｉ操作を行った、とする。
【０１６７】
　そして、地図情報処理装置１１の受付部１１３は、操作情報列「ｃｍｃｍｃｍｃｏｉ」
を、順次、受信する。
【０１６８】
　次に、地図出力変更部１１９は、操作情報列「ｃｍｃｍｃｍｃｏｉ」に応じた地図を、
地図情報格納部１１１から読み出し、メモリ上に配置する。
【０１６９】
　なお、表示属性決定部１１８は、ｃ操作に対応するオブジェクト「東本願寺」「プラッ
ツ近鉄」、「京都タワー」、および「伊勢丹」をバッファに蓄積する、とする。このバッ
ファは、選択オブジェクトを格納するバッファである。
【０１７０】
　次に、表示属性決定部１１８は、バッファ中の操作情報列「ｃｍｃｍｃｍｃｏｉ」と、
図７のオブジェクト選択条件管理表の各オブジェクト選択条件とのマッチングをとる。そ
して、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表のオブジェクト選択
条件のうちの「ＩＤ＝５」のオブジェクト選択条件に合致する、と判断する、とする。
【０１７１】
　次に、表示属性決定部１１８は、図７のオブジェクト選択条件管理表の「ＩＤ＝５」の
レコードのオブジェクト選択方法「今までの選択領域」、表示属性「強調」、およびオブ
ジェクト選択方法「選択オブジェクトの集合」、表示属性「出力・強調」を取得する。
【０１７２】
　そして、表示属性決定部１１８は、今までの選択されたオブジェクトに対応する領域を
強調（例えば、背景色を濃い色に設定する等）する設定を、当該オブジェクトに対して行
う。また、選択オブジェクト「東本願寺」「プラッツ近鉄」、「京都タワー」、および「
伊勢丹」を、強制的に出力し（読み出した地図情報に存在しない場合でも）、かつ、出力
時の表示属性を強調に対応する属性値（例えば、ＢＯＬＤフォントなど）に設定する。
【０１７３】
　次に、地図出力変更部１１９は、変更した地図情報を、端末装置１２に送信する。なお
、変更した地図情報とは、表示属性決定部１１８が表示属性を変更したオブジェクトを含
む地図情報である。
【０１７４】
　次に、端末装置１２は、地図情報を受信し、出力する。かかる出力イメージは、図１３
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である。図１３において、ｃ操作で強調された４つの地点（「東本願寺」「プラッツ近鉄
」、「京都タワー」、および「伊勢丹」）を含む矩形で強調を行っている。
【０１７５】
　位置確認再構成機能は、ｍ操作が行われた後、ｏ操作が行われた際に発生する再構成機
能である。ｃ操作された地名を全て呈示する必要があるため、地名の関係は用いない。こ
の再構成機能が発生した場合には、ユーザはｍ操作を行っていて自らの位置を見失う、ど
のように地点を調べてきたのか確認したいなど、一度現在地を現在より広域な地図で確認
しようとしていると考えられる。再構成効果としては、選択領域間強調、消去地名再表示
が行われる。選択領域とは、再構成機能の発生より前に行われたｃ　操作等で強調された
表示オブジェクトのことを指す。選択領域を全て含むような最小矩形領域を強調し、また
、ｏ操作時に、詳細度制御により選択した地名が消去されてしまう可能性があるため、セ
ンタリングされた地名は強制的に呈示する。この効果により、ユーザの見ている位置とこ
れまでに移動してきたルートに近いものが呈示出来る。
【０１７６】
　以上、本実施の形態によれば、ユーザの意図に応じた、地図を出力できる。具体的には
、本実施の形態によれば、１または２以上の地図閲覧操作の集合である地図閲覧操作列に
応じて、地図上のオブジェクト（地名、図柄など）の表示属性を変更することができる。
【０１７７】
　また、本実施の形態によれば、地図閲覧操作列とオブジェクト間の関係情報を用いて、
オブジェクトの表示属性を変更することにより、よりユーザの意図を反映した地図を出力
できる。
【０１７８】
　さらに、本実施の形態によれば、オブジェクト間の関係情報を自動取得でき、容易に、
ユーザの意図を反映した地図を出力できる。
【０１７９】
　なお、本実施の形態によれば、地図情報処理装置１１はスタンドアロンでも良い。また
、地図情報処理装置１１、または地図情報処理装置１１と端末装置１２は、自動車などの
移動体に組み込まれたナビゲーションシステムの一装置、一機能であっても良い。かかる
場合、操作情報列は、移動体の走行により発生するイベント（１以上の地点への移動や、
１以上の地点での停車など）であっても良い。また、操作情報列は、移動体の走行により
発生するイベント、およびユーザ操作により発生する１以上の操作情報であっても良い。
【０１８０】
　また、本実施の形態によれば、上述したように、地図情報処理装置１１を自動車等の移
動体に組み込む場合、地図閲覧操作は移動体の走行により自動的に発生し得る。
【０１８１】
　また、本実施の形態によれば、再構成機能の例として５つの例を挙げた。しかし、他の
再構成機能の例もあり得ることは言うまでもない。
【０１８２】
　さらに、本実施の形態における処理は、ソフトウェアで実現しても良い。そして、この
ソフトウェアをソフトウェアダウンロード等により配布しても良い。また、このソフトウ
ェアをＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体に記録して流布しても良い。なお、このことは、本明
細書における他の実施の形態においても該当する。なお、本実施の形態における地図情報
処理装置を実現するソフトウェアは、以下のようなプログラムである。つまり、このプロ
グラムは、コンピュータを、地図を出力する指示である地図出力指示、および地図を閲覧
する１または２以上の操作である地図閲覧操作列を受け付け受付部と、前記受付部が地図
出力指示を受け付けた場合に、記憶媒体から地図情報を読み出し、地図を出力する地図出
力部と、前記受付部が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報
である操作情報列を取得する操作情報列取得部と、予め決められたオブジェクトを選択す
る条件であるオブジェクト選択条件に、前記操作情報列が合致する場合に、１以上のオブ
ジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表示属性を決定する表示属性決定部と、
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前記地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情報
を出力する地図出力変更部として機能させるためのプログラム、である。
【０１８３】
　また、上記プログラムにおいて、前記表示属性決定部は、前記操作情報列と前記２以上
のオブジェクト間の関係情報とを用いて、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上の
オブジェクトの表示属性を決定するものとして、コンピュータを機能させるためのプログ
ラムであることは好適である。
【０１８４】
　また、記憶媒体に同一の領域の地図情報であり、縮尺が異なる複数の地図情報を格納し
ており、上記プログラムにおいて、コンピュータを、前記縮尺が異なる複数の地図情報に
おける２以上のオブジェクトの出現パターン、および前記２以上のオブジェクトの位置情
報を用いて、前記２以上のオブジェクト間の関係情報を取得する関係情報取得部としてさ
らに機能させることは好適である。
【０１８５】
　（実施の形態２）
【０１８６】
　本実施の形態において、地図閲覧に至るまでのユーザの入力、または出力された情報（
例えば、ウェブページなど）、および地図閲覧操作を用いて、情報検索のための検索式（
キーワードだけでも良い）を構成し、当該検索式を用いて情報を検索し、出力する地図情
報処理システムについて説明する。また、本地図情報処理システムの機能をナビゲーショ
ンシステムに組み込んだ場合、運転者が見ることができる端末には自動車の停止時のみ情
報が出力され、走行時には、助手席の端末や後部座席の端末にのみ情報が出力されるシス
テムについて説明する。
【０１８７】
　図１４は、本実施の形態における地図情報処理システムの概念図である。地図情報処理
システムは、地図情報処理装置１４１と１以上の情報格納装置１４２を有する。地図情報
処理システムは、１以上の端末装置１２を有しても良い。
【０１８８】
　図１５は、本実施の形態における地図情報処理システム２のブロック図である。地図情
報処理装置１４１は、地図情報格納部１４１０、受付部１４１１、第一情報出力部１４１
２、地図出力部１４１３、地図出力変更部１４１４、操作情報列取得部１４１５、第一キ
ーワード取得部１４１６、第二キーワード取得部１４１７、検索部１４１８、第二情報出
力部１４１９を具備する。
【０１８９】
　第二キーワード取得部１４１７は、検索範囲管理情報格納手段１４１７１、検索範囲情
報取得手段１４１７２、キーワード取得手段１４１７３を具備する。
【０１９０】
　情報格納装置１４２は、地図情報処理装置１４１により検索され得る情報を格納してお
り、地図情報処理装置１４１からの要求に従って、情報を読み出し、当該情報を地図情報
処理装置１４１に送信する。情報とは、例えば、ウェブページや、データベースに格納さ
れているレコードなどであり、そのデータタイプ（文字列、静止画、動画、音声など）や
データの形式は問わない。また、情報とは、例えば、広告や、地図情報などでも良い。情
報格納装置１４２は、ウェブページを保持しているウェブサーバや、データベースを具備
するデータベースサーバなどである。
【０１９１】
　地図情報格納部１４１０は、地図についての情報である地図情報を格納し得る。地図情
報格納部１４１０の地図情報は、他の装置から取得した情報でも良いし、予め地図情報処
理装置１４１に格納されている情報でも良い。地図情報は、例えば、地図の図柄を示す地
図図柄情報と、用語と当該用語の地図上での位置を示す位置情報を有する用語情報を有す
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る。地図図柄情報は、例えば、地図を構成するビットマップまたはベクターデータなどで
ある。用語とは、地図上に表記されている地名や、建物や名勝や場所の名称などの文字列
を有する。また、位置情報は、地図上の経度、緯度を有する情報や、二次元平面上のＸ、
Ｙ座標値などである。また、地図情報は、ＩＳＯのｋｉｗｉ地図データフォーマットであ
っても良い。また、地図情報は、好ましくは、縮尺ごとに地図図柄情報と、用語情報を有
する。地図情報格納部１４１０は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒
体でも実現可能である。
【０１９２】
　受付部１４１１は、ユーザから各種の指示や操作を受け付ける。各種の指示や操作とは
、例えば、地図を出力する指示や地図を閲覧する操作である地図閲覧操作などである。地
図閲覧操作とは、ズームイン操作（ズームイン操作を、以下、記号［ｉ］で表す場合があ
る。）、ズームアウト操作（ズームアウト操作を、以下、記号［ｏ］で表す場合がある。
）、移動操作（移動操作を、以下、記号［ｍ］で表す場合がある。）、センタリング操作
（センタリング操作を、以下、記号［ｃ］で表す場合がある。）などである。また、複数
の地図閲覧操作を地図閲覧操作列という。各種の指示とは、第一の情報を出力する指示で
ある第一情報出力指示、および地図を出力する地図出力指示などである。第一の情報とは
、例えば、ウェブページ、地図情報などである。第一の情報とは、例えば、広告などでも
良く、第一の情報は、地図と一緒に出力されている情報でも良い。第一情報出力指示とは
、例えば、１以上の検索キーワード、ＵＲＬなどを含むである。各種の指示や操作の入力
手段は、キーボードやマウスやメニュー画面やタッチパネルによるもの等、何でも良い。
受付部１４１１は、マウス等の入力手段のデバイスドライバーや、メニュー画面の制御ソ
フトウェア等で実現され得る。
【０１９３】
　第一情報出力部１４１２は、受付部１４１１が受け付けた第一情報出力指示に応じて、
第一の情報を出力する。第一情報出力部１４１２は、例えば、検索エンジンおよびウェブ
ブラウザなどにより実現され得る。ただし、第一情報出力部１４１２は、いわゆる検索エ
ンジンに第一情報出力指示に含まれるキーワードを与えるだけの処理を行っても良い。こ
こで、出力とは、ディスプレイへの表示、プロジェクターを用いた投影、プリンタへの印
字、音出力、外部の装置への送信、記録媒体への蓄積、他の処理装置や他のプログラム等
への処理結果の引渡し等を含む概念である。第一情報出力部１４１２は、ディスプレイや
スピーカー等の出力デバイスを含むと考えても含まないと考えても良い。第一情報出力部
１４１２は、出力デバイスのドライバーソフトまたは、出力デバイスのドライバーソフト
と出力デバイス等で実現され得る。
【０１９４】
　地図出力部１４１３は、受付部１４１１が地図を出力する指示を受け付けた場合に、地
図情報格納部１４１０から地図情報を読み出し、地図を出力する。地図出力部１４１３は
、地図図柄情報のみを読み出し、出力しても良いことは言うまでもない。ここで、出力と
は、ディスプレイへの表示、プリンタへの印字、音出力、外部の装置への送信等を含む概
念である。地図出力部１４１３は、ディスプレイやスピーカー等の出力デバイスを含むと
考えても含まないと考えても良い。地図出力部１４１３は、出力デバイスのドライバーソ
フトまたは、出力デバイスのドライバーソフトと出力デバイス等で実現され得る。
【０１９５】
　地図出力変更部１４１４は、受付部１４１１が地図閲覧操作を受け付け場合に、地図閲
覧操作に応じて地図の出力を変更する。「地図の出力を変更する」とは、地図出力部１４
１３に、地図の出力の変更を指示することも含む。
【０１９６】
　さらに具体的には、地図出力変更部１４１４は、受付部１４１１がズームイン操作を受
け付けた場合に、出力されている地図をズームインし、受付部１４１１がズームアウト操
作を受け付けた場合に、出力されている地図をズームアウトする。また、地図出力変更部
１４１４は、受付部１４１１が移動操作を受け付けた場合に、出力されている地図を、操
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作に従って移動する。さらに、地図出力変更部１４１４は、受付部１４１１がセンタリン
グ操作を受け付けた場合に、出力されている地図の指示された地点が画面の中央になるよ
うに、画面を移動する。地図出力変更部１４１４の処理は公知技術であるので、詳細な説
明を省略する。地図出力変更部１４１４は、変更後の地図を特定する情報（例えば、地図
の縮尺と、出力されている地図の中心地点の位置情報など）をバッファに書き込む処理を
行っても良い。なお、変更後の地図を特定する情報を、適宜、「出力地図特定情報」とい
う。
【０１９７】
　地図出力変更部１４１４は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。地図出力変更
部１４１４の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等
の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【０１９８】
　操作情報列取得部１４１５は、地図閲覧操作列に対応する操作の情報である操作情報列
を取得する。操作情報列取得部１４１５は、２以上の一連の操作情報である操作情報列を
取得し、かつ、所定の条件に合致した場合に、自動的に取得する一の操作情報列を終了さ
せる。操作情報列には、例えば、以下のものがある。まず、操作情報列の例として、「ｍ
＊ｃ＋ｉ＋」の操作列を示す情報であり、任意の一点を指定する操作情報列である単点指
定操作情報列がある。また、操作情報列の例として、「ｍ＋ｏ＋」の操作列を示す情報で
あり、任意の二以上の点を指定する操作情報列である複数点指定操作情報列がある。また
、操作情報列の例として、「ｉ＋ｃ［ｃ＊ｍ＊］＊」の操作列を示す情報であり、複数の
地点を順に選択する操作情報列である選択指定操作情報列がある。また、操作情報列の例
として、「ｃ＋ｍ＊ｏ＋」の操作列を示す情報であり、複数の地点の位置関係を調べる操
作情報列である周辺指定操作情報列がある。また、操作情報列の例として、「ｏ＋ｍ＋」
の操作列を示す情報であり、複数地点を移動させていく操作情報列である広域指定操作情
報列がある。さらに、上記の５種類の操作情報列（単点指定操作情報列、複数点指定操作
情報列、選択指定操作情報列、周辺指定操作情報列、広域指定操作情報列）の１以上の組
み合わせの操作列がある。
【０１９９】
　また、５種類の操作情報列の組み合わせについて、以下の絞込検索操作情報列、比較検
索操作情報列、および経路検索操作情報列などが例として挙げられる。絞込検索操作情報
列とは、単点指定操作情報列の後に単点指定操作情報列が続き、その後に、当該後の単点
指定操作情報列の一部が重複する選択指定操作情報列を有する操作情報列である。比較検
索操作情報列は、選択指定操作情報列の後に複数点指定操作情報列が続き、その後に、当
該複数点指定操作情報列の一部が重複する広域指定操作情報列を有する操作情報列である
。経路検索操作情報列は、周辺指定操作情報列の後に、選択指定操作情報列が続く操作情
報列である。
【０２００】
　また、上記における一の操作情報列の区切りを示す所定の条件の例は、移動操作におけ
る移動距離が予め決められた閾値より大きい場合がある。また、所定の条件の例は、受付
部１４１１が一定時間操作を受け付けなかったことである。また、所定の条件の例は、受
付部１４１１が、ユーザからの地図操作終了の指示（電源オフを含む）を受け付けたこと
である。
【０２０１】
　また、操作情報列は、ユーザの地図操作から取得される情報と、自動車等の移動体の走
行により発生する情報とが、組み合わされた情報であることは好適である。自動車等の移
動体の走行により発生する情報とは、例えば、ある地点を通過した場合に発生する、当該
地点への移動操作［ｍ］の情報であったり、ある地点で停止した場合に発生する、当該地
点に対するセンタリング操作［ｃ］の情報である。
【０２０２】
　操作情報列取得部１４１５は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。操作情報列



(33) JP 2010-49132 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

取得部１４１５の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯ
Ｍ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【０２０３】
　第一キーワード取得部１４１６は、第一情報出力指示が有するキーワード、または第一
の情報に対応するキーワードを取得する。第一の情報に対応するキーワードとは、第一の
情報に含まれる１以上の用語などである。第一の情報が、例えば、ウェブページである場
合、第一の情報に対応するキーワードとは、当該ウェブページのタイトル内の１以上の名
詞や、当該ウェブページの主題を示す用語などである。ウェブページの主題を示す用語と
は、例えば、最も出現頻度が高い用語や、自ページ内で出現頻度が高く、他のウェブペー
ジで出現頻度が少ない用語（例えば、ｔｆ／ｉｄｆを用いて決定する）などである。また
、第一情報出力指示が有するキーワードとは、例えば、ユーザがウェブページの検索のた
めに入力した用語である。第一キーワード取得部１４１６は、通常、ＭＰＵやメモリ等か
ら実現され得る。第一キーワード取得部１４１６の処理手順は、通常、ソフトウェアで実
現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア
（専用回路）で実現しても良い。
【０２０４】
　第二キーワード取得部１４１７は、操作情報列を用いて、地図情報から１以上のキーワ
ードを取得する。第二キーワード取得部１４１７は、操作情報列取得部１４１５が取得し
た一の操作情報列を用いて、地図情報格納部１４１０の地図情報から１以上のキーワード
を取得する。第二キーワード取得部１４１７は、通常、地図情報が有する用語情報から用
語を取得する。用語とキーワードは同意義である。操作情報列からキーワードを取得する
アルゴリズムの例の詳細は、後述する。なお、ここで、キーワードを取得するとは、通常
、単なる文字列の取得であるが、地図画像を文字認識し、文字列を取得しても良い。第二
キーワード取得部１４１７は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。第二キーワー
ド取得部１４１７の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲ
ＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い
。
【０２０５】
　検索範囲管理情報格納手段１４１７１は、２以上の操作情報である操作情報列と、取得
するキーワードの地図上での範囲についての情報である検索範囲情報の対である検索範囲
管理情報を２組以上格納している。検索範囲情報は、取得するキーワードを特定する情報
や、キーワードの取得方法を示す情報でも良い。検索範囲管理情報とは、例えば、絞込検
索操作情報列と、ズームイン操作後にセンタリング操作を受け付けた場合またはズームイ
ン操作後に移動操作を受け付けた場合に出力されている地図の中心地点と近傍（最も近い
、所定の範囲内）にある地点である目的地点のキーワードを取得する旨の情報である絞込
検索対象情報を対に有する情報である。また、検索範囲管理情報とは、例えば、比較検索
操作情報列と、ズームアウト操作後に出力されている地図の領域とズームアウト操作前に
出力されている地図の領域の差の領域を示す情報である比較検索対象情報を対に有する情
報である。また、検索範囲管理情報とは、例えば、比較検索操作情報列と、移動操作後に
出力されている地図の領域から移動操作前に出力されている地図の領域を除いた領域を示
す情報である比較検索対象情報を対に有する情報である。また、検索範囲管理情報とは、
例えば、経路検索操作情報列と、ズームイン操作またはズームアウト操作を受け付けた場
合に出力されている地図の中心地点と近傍にある地点である目的地点のキーワードを取得
する旨の情報である経路検索対象情報を対に有する情報である。さらに、絞込検索対象情
報は、ズームイン操作後にセンタリング操作を受け付けた場合またはズームイン操作後に
移動操作を受け付けた場合に出力されている地図の中心地点と近傍にある地点である目的
地点のキーワードを取得する旨の情報である。絞込検索対象情報は、ズームイン操作前に
センタリング操作を受け付けた場合に出力されている地図の地名を示す目印地点のキーワ
ードを取得する旨の情報も含んでも良い。なお、目的地点とは、ユーザが地図上で探した
い地点である。目印地点とは、目的地点に到着するまでの目印となる地点である。なお、
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ある地点の近傍にある地点とは、当該地点に最も近い地点、または、当該地点から所定の
範囲内にある地点などである。
【０２０６】
　検索範囲管理情報格納手段１４１７１は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性
の記録媒体でも実現可能である。
【０２０７】
　検索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列取得部１４１５が取得した１以上の操
作情報である操作情報列に対応する検索範囲情報を検索範囲管理情報格納手段１４１７１
から取得する。さらに具体的には、検索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列取得
部１４１５が取得した１以上の操作情報である操作情報列が絞込検索操作情報列に対応す
ると判断した場合に、絞込検索対象情報を取得する。また、検索範囲情報取得手段１４１
７２は、操作情報列取得部１４１５が取得した１以上の操作情報である操作情報列が比較
検索操作情報列に対応すると判断した場合に、比較検索対象情報を取得する。さらに、検
索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列取得部１４１５が取得した１以上の操作情
報である操作情報列が経路検索操作情報列に対応すると判断した場合に、経路検索対象情
報を取得する。検索範囲情報取得手段１４１７２が、例えば、ソフトウェアで実現されて
いる場合、絞込検索対象情報は、絞込検索を行う関数名でも良い。同様に、比較検索対象
情報は、比較検索を行う関数名でも良い。同様に、経路検索対象情報は、経路検索を行う
関数名でも良い。
【０２０８】
　検索範囲情報取得手段１４１７２は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。検索
範囲情報取得手段１４１７２の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフト
ウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現
しても良い。
【０２０９】
　キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情報取得手段１４１７２が取得した検索範
囲情報に従って、地図情報から１以上のキーワードを取得する。キーワード取得手段１４
１７３は、検索範囲情報取得手段１４１７２が取得した絞込検索対象情報に対応する目的
地点のキーワードを少なくとも取得する。キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情
報取得手段１４１７２が取得した絞込検索対象情報に対応する目印地点のキーワードであ
る地名をも取得する。キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情報取得手段１４１７
２が取得した比較検索対象情報に対応するキーワードを少なくとも取得する。キーワード
取得手段１４１７３は、検索範囲情報取得手段１４１７２が取得した経路検索対象情報に
対応する目的地点のキーワードを少なくとも取得する。キーワード取得手段１４１７３は
、検索範囲情報取得手段１４１７２が取得した経路検索対象情報に対応する目印地点のキ
ーワードである地名をも取得する。キーワード取得手段１４１７３のキーワード取得処理
の具体例の詳細については後述する。また、目的地点のキーワードとは、目的地点を特定
できるであろうキーワードである。目印地点のキーワードとは、目的印点を特定できるで
あろうキーワードである。
【０２１０】
　キーワード取得手段１４１７３は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。キーワ
ード取得手段１４１７３の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェ
アはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現して
も良い。
【０２１１】
　検索部１４１８は、第一キーワード取得部１４１６および第二キーワード取得部１４１
７が取得した２以上のキーワードを用いて、情報を検索する。ここで、情報とは、インタ
ーネット上のウェブページであることが好適である。また、情報は、データベース内の情
報等でも良い。また、情報は、地図情報や広告情報などでも良いことは言うまでもない。
検索部１４１８は、例えば、受付部１４１１が絞込検索操作情報列を受け付けた場合、第
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一キーワード取得部１４１６が取得したキーワードをページ内に有し、かつ、目的地点の
キーワードをタイトル内に有し、かつ、目印地点のキーワードをページ内に有するＷｅｂ
ページを検索することは好適である。また、検索部１４１８は、第一キーワード取得部１
４１６が取得したキーワード、および目印地点のキーワードと目印地点のキーワードが含
まれる１以上のＷｅｂページを取得し、かつ、当該取得した１以上の各Ｗｅｂページから
２以上の用語を検出し、当該２以上の用語の位置を示す２以上の位置情報を地図情報から
取得し、当該２以上の位置情報を用いて、Ｗｅｂページの記述の地理的範囲を示す情報で
ある地理的範囲情報をＷｅｂページごとに取得し、当該地理的範囲情報が最も狭い地理的
範囲を示すＷｅｂページを少なくとも取得することは好適である。検索部１４１８は、第
一キーワード取得部１４１６が取得したキーワード、および目的地点のキーワードと目印
地点のキーワードが含まれる１以上のＷｅｂページを取得する場合、少なくとも一のキー
ワードをＷｅｂページのタイトル内に有する１以上のＷｅｂページを取得することは好適
である。検索部１４１８は、例えば、Ｗｅｂページを取得しても良いし、いわゆるＷｅｂ
検索エンジンにキーワードを渡して、当該Ｗｅｂ検索エンジンを起動し、Ｗｅｂ検索エン
ジンの検索結果を受け付けても良い。
【０２１２】
　検索部１４１８は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。検索部１４１８の処理
手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録
されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【０２１３】
　第二情報出力部１４１９は、検索部１４１８が検索した情報を出力する。ここで、出力
とは、ディスプレイへの表示、プリンタへの印字、音出力、外部の装置への送信、記録媒
体への蓄積等を含む概念である。第二情報出力部１４１９は、ディスプレイやスピーカー
等の出力デバイスを含むと考えても含まないと考えても良い。第二情報出力部１４１９は
、出力デバイスのドライバーソフトまたは、出力デバイスのドライバーソフトと出力デバ
イス等で実現され得る。
【０２１４】
　次に、地図情報処理装置１４１の動作について図１６から図２１のフローチャートを用
いて説明する。
【０２１５】
　（ステップＳ１６０１）受付部１４１１は、ユーザから指示を受け付けたか否かを判断
する。指示を受け付ければステップＳ１６０２に行き、指示を受け付けなければステップ
Ｓ１６０１に戻る。
【０２１６】
　（ステップＳ１６０２）第一情報出力部１４１２は、ステップＳ１６０１で受け付けた
指示が第一情報出力指示であるか否かを判断する。第一情報出力指示であればステップＳ
１６０３に行き、第一情報出力指示でなければステップＳ１６０４に行く。
【０２１７】
　（ステップＳ１６０３）第一情報出力部１４１２は、受付部１４１１が受け付けた第一
情報出力指示に応じて、第一の情報を出力する。第一情報出力部１４１２は、例えば、第
一情報出力指示に含まれるキーワードを用いて、ウェブページを検索し、当該ウェブペー
ジを出力する。ステップＳ１６０１に戻る。なお、第一情報出力部１４１２は、第一情報
出力指示に含まれる１以上のキーワードや、第一情報を、予め決められたバッファに格納
しておいても良い。
【０２１８】
　（ステップＳ１６０４）地図出力部１４１３は、ステップＳ１６０１で受け付けた指示
が地図の出力指示であるか否かを判断する。地図の出力指示であればステップＳ１６０５
に行き、地図の出力指示でなければステップＳ１６０７に行く。
【０２１９】
　（ステップＳ１６０５）地図出力部１４１３は、地図情報格納部１４１０から地図情報
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を読み出す。
【０２２０】
　（ステップＳ１６０６）地図出力部１４１３は、ステップＳ１６０５で読み出した地図
情報を用いて、地図を出力する。ステップＳ１６０１に戻る。
【０２２１】
　（ステップＳ１６０７）地図出力部１４１３は、ステップＳ１６０１で受け付けた指示
が地図閲覧操作であるか否かを判断する。地図の地図閲覧操作であればステップＳ１６０
８に行き、地図の地図閲覧操作でなければステップＳ１６１５に行く。
【０２２２】
　（ステップＳ１６０８）操作情報列取得部１４１５は、ステップＳ１６０１で受け付け
た地図閲覧操作に対応する操作情報を取得する。
【０２２３】
　（ステップＳ１６０９）地図出力変更部１４１４は、地図閲覧操作に応じて地図の出力
を変更する。
【０２２４】
　（ステップＳ１６１０）地図出力変更部１４１４は、ステップＳ１６０９で取得した操
作情報と、ステップＳ１６０９で出力された地図を特定する情報である出力地図特定情報
を対にしてバッファに格納する。出力地図特定情報は、例えば、地図の縮尺を示すＩＤで
ある縮尺ＩＤ、出力される地図の中心点を示す位置情報（例えば、経度、緯度の情報を有
する）を有する。出力地図特定情報は、縮尺ＩＤと、出力される地図の矩形の左上の位置
情報、右下の位置情報でも良い。なお、地図出力変更部１４１４が、操作情報と、出力地
図特定情報を対にしてバッファに格納しても良い。出力地図特定情報は、例えば、地図の
縮尺を特定する情報と、出力地図の中心地点の位置情報であっても良いし、出力された地
図のビットマップと、出力地図の中心地点の位置情報であっても良い。
【０２２５】
　（ステップＳ１６１１）第一キーワード取得部１４１６、および第二キーワード取得部
１４１７は、キーワード取得処理を行う。キーワード取得処理の詳細については、図１７
のフローチャートを用いて説明する。
【０２２６】
　（ステップＳ１６１２）検索部１４１８は、ステップＳ１６１１でキーワードを取得で
きたか否かを判断する。キーワードを取得できればステップＳ１６１３、キーワードを取
得できなければステップＳ１６０１に戻る。
【０２２７】
　（ステップＳ１６１３）検索部１４１８は、ステップＳ１６１１で取得したキーワード
を用いて、情報格納装置１４２から情報を検索する。かかる検索処理の例の詳細について
、図２１のフローチャートを用いて説明する。
【０２２８】
　（ステップＳ１６１４）第二情報出力部１４１９は、ステップＳ１６１３で検索した情
報を出力する。ステップＳ１６０１に戻る。
【０２２９】
　（ステップＳ１６１５）地図出力部１４１３は、ステップＳ１６０１で受け付けた指示
が処理を終了する終了指示であるか否かを判断する。終了指示であればステップＳ１６１
６に行き、終了指示でなければステップＳ３０１に行く。
【０２３０】
　（ステップＳ１６１６）地図情報処理装置１４１は、バッファ内のキーワードや操作情
報等の情報をクリアする。処理を終了する。ステップＳ１６０１に戻る。
【０２３１】
　なお、図１６のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は
終了する。
【０２３２】
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　次に、ステップＳ１６１１のキーワード取得処理について図１７のフローチャートを用
いて説明する。
【０２３３】
　（ステップＳ１７０１）第一キーワード取得部１４１６は、ユーザが入力したキーワー
ドを取得する。なお、ユーザが入力したキーワードとは、例えば、受付部１４１１に受け
付けられた第一情報出力指示が有するキーワードである。
【０２３４】
　（ステップＳ１７０２）第一キーワード取得部１４１６は、第一情報出力部１４１２が
出力した第一情報（例えば、ウェブぺージ）内から、キーワードを取得する。
【０２３５】
　（ステップＳ１７０３）検索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列が格納されて
いるバッファから操作情報列を読み出す。
【０２３６】
　（ステップＳ１７０４）検索範囲情報取得手段１４１７２は、ステップＳ１７０３で読
み出した操作情報列を用いて、検索範囲情報を取得する処理である検索範囲情報取得処理
を行う。検索範囲情報取得処理については、図１８のフローチャートを用いて説明する。
【０２３７】
　（ステップＳ１７０５）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１７０４で検索
範囲情報を取得できたか否かを判断する。検索範囲情報を取得できればステップＳ１７０
６に行き、検索範囲情報を取得できなければ上位関数にリターンする。
【０２３８】
　（ステップＳ１７０６）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１７０４で取得
した検索範囲情報を用いてキーワードを取得する処理を実行する。かかるキーワード取得
処理について、図１９のフローチャートを用いて説明する。上位関数にリターンする。
【０２３９】
　なお、図１７のフローチャートにおいて、第一キーワード取得部１４１６は、ステップ
Ｓ１７０１の動作およびステップＳ１７０２の動作により、キーワードを取得した。しか
し、第一キーワード取得部１４１６は、ステップＳ１７０１の動作およびステップＳ１７
０２の動作のうちの、どちらか一方の動作により、キーワードを取得しても良い。
【０２４０】
　次に、ステップＳ１７０４の検索範囲情報取得処理については、図１８のフローチャー
トを用いて説明する。
【０２４１】
　（ステップＳ１８０１）検索範囲情報取得手段１４１７２は、カウンタｉに１を代入す
る。
【０２４２】
　（ステップＳ１８０２）検索範囲情報取得手段１４１７２は、検索範囲管理情報格納手
段１４１７１に、ｉ番目の検索範囲管理情報が存在するか否かを判断する。ｉ番目の検索
範囲管理情報が存在すればステップＳ１８０３に行き、ｉ番目の検索範囲管理情報が存在
しなければ上位関数にリターンする。
【０２４３】
　（ステップＳ１８０３）検索範囲情報取得手段１４１７２は、ｉ番目の検索範囲管理情
報を、検索範囲管理情報格納手段１４１７１から読み出す。
【０２４４】
　（ステップＳ１８０４）検索範囲情報取得手段１４１７２は、カウンタｊに１を代入す
る。
【０２４５】
　（ステップＳ１８０５）検索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列のバッファに
、ｊ番目の操作情報が存在するか否かを判断する。ｊ番目の操作情報が存在すればステッ
プＳ１８０６に行き、ｊ番目の操作情報が存在しなければステップＳ１８１１に行く。
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【０２４６】
　（ステップＳ１８０６）検索範囲情報取得手段１４１７２は、操作情報列のバッファか
ら、ｊ番目の操作情報を読み出す。
【０２４７】
　（ステップＳ１８０７）検索範囲情報取得手段１４１７２は、ｉ番目の検索範囲管理情
報が示す操作列のパターンに、ｊ番目までの操作情報列が合致するか否かを判断する。
【０２４８】
　（ステップＳ１８０８）検索範囲情報取得手段１４１７２は、ｊ番目までの操作情報列
が合致すればステップＳ１８０９に行き、合致しなければステップＳ１８１０に行く。
【０２４９】
　（ステップＳ１８０９）検索範囲情報取得手段１４１７２は、カウンタｊを１、インク
リメントする。ステップＳ１８０５に戻る。
【０２５０】
　（ステップＳ１８１０）検索範囲情報取得手段１４１７２は、カウンタｉを１、インク
リメントする。ステップＳ１７０２に戻る。
【０２５１】
　（ステップＳ１８１１）検索範囲情報取得手段１４１７２は、ｉ番目の検索範囲管理情
報を取得する。上位関数にリターンする。
【０２５２】
　次に、ステップＳ１７０４の検索範囲情報を用いてキーワードを取得する処理について
図１９のフローチャートを用いて説明する。
【０２５３】
　（ステップＳ１９０１）キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情報が絞込検索操
作情報列に対する情報であるか否か（絞込検索であるか否か）を判断する。前記条件を満
たせばステップＳ１９０２に行き、条件を満たさなければステップＳ１９１０に行く。
【０２５４】
　（ステップＳ１９０２）キーワード取得手段１４１７３は、バッファ内の操作情報列が
ズームイン操作［ｉ］後に、センタリング操作［ｃ］が行われたことを示す操作情報列で
あるか否かを判断する。かかる条件に合致すればステップＳ１９０３に行き、合致しなけ
ればステップＳ１９０９に行く。
【０２５５】
　（ステップＳ１９０３）キーワード取得手段１４１７３は、センタリング操作［ｃ］に
対応する地図情報を読み込む。
【０２５６】
　（ステップＳ１９０４）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９０３で読み
込んだ地図情報が有する地図図柄情報の中心地点の位置情報を取得する。キーワード取得
手段１４１７３は、操作情報列が有する操作情報と対に格納されている中心地点の位置情
報を読み出しても良いし、地図図柄情報の領域を示す情報（例えば、地図図柄情報の左上
の位置情報と右下の位置情報）から中心地点の位置情報を算出しても良い。
【０２５７】
　（ステップＳ１９０５）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９０４で取得
した中心地点の位置情報に最も近い位置情報と対になる用語を、ステップＳ１９０３で読
み込んだ地図情報が有する用語情報から、目的地点のキーワードとして取得する。
【０２５８】
　（ステップＳ１９０６）キーワード取得手段１４１７３は、バッファ内の操作情報列か
ら、以前の操作情報であり、最近のセンタリング操作［ｃ］の際の地図情報を取得する。
【０２５９】
　（ステップＳ１９０７）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９０６で取得
した地図情報が有する地図図柄情報の中心地点の位置情報を取得する。
【０２６０】
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　（ステップＳ１９０８）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９０７で取得
した中心地点の位置情報に最も近い位置情報と対になる用語を、ステップＳ１９０６で読
み込んだ地図情報が有する用語情報から、目印地点のキーワードとして取得する。上位関
数にリターンする。
【０２６１】
　（ステップＳ１９０９）キーワード取得手段１４１７３は、バッファ内の操作情報列が
ズームイン操作［ｉ］後に、移動操作［ｍ］が行われたことを示す操作情報列であるか否
かを判断する。かかる条件に合致すればステップＳ１９０３に行き、合致しなければ上位
関数にリターンする。
【０２６２】
　（ステップＳ１９１０）キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情報が比較検索操
作情報列に対する情報であるか否かを判断する。前記条件を満たせばステップＳ１９１１
に行き、条件を満たさなければステップＳ１９２１に行く。
【０２６３】
　（ステップＳ１９１１）キーワード取得手段１４１７３は、バッファ内の操作情報列が
有する最後の操作情報がズームアウト操作［ｏ］であるか否かを判断する。かかる条件に
合致すればステップＳ１９１２に行き、合致しなければステップＳ１９１８に行く。
【０２６４】
　（ステップＳ１９１２）キーワード取得手段１４１７３は、最後の操作情報が示すズー
ムアウト操作［ｏ］直後の地図情報を、バッファ内の情報から取得する。
【０２６５】
　（ステップＳ１９１３）キーワード取得手段１４１７３は、当該ズームアウト操作［ｏ
］直前の地図情報を、バッファ内の情報から取得する。
【０２６６】
　（ステップＳ１９１４）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９１２で取得
した地図情報が示す領域とステップＳ１９１３で取得した地図情報が示す領域との差分の
領域を示す情報を取得する。
【０２６７】
　（ステップＳ１９１５）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９１４で取得
した領域を示す情報により識別される領域内のキーワードを、地図情報格納部１４１０の
用語情報から取得する。かかる領域内キーワード取得処理の詳細について、図２０のフロ
ーチャートを用いて説明する。
【０２６８】
　（ステップＳ１９１６）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９１５で取得
したキーワードが一つか否かを判断する。キーワードが一つであればステップＳ１９１７
に行き、キーワードが一つでなければ上位関数にリターンする。
【０２６９】
　（ステップＳ１９１７）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９１５で取得
した一つのキーワードと最も共起度が高いキーワードを、情報格納装置１４２から抽出す
る。通常、キーワード取得手段１４１７３は、１以上の情報格納装置１４２が格納してい
る複数のＷｅｂページから、ステップＳ１９１５で取得した一つのキーワードと最も共起
度が高いキーワードを抽出する。ここで、あるキーワードと最も共起度が高いキーワード
を複数のファイル（例えば、Ｗｅｂページ）から抽出する技術は、公知の技術であるので
、詳細な説明を省略する。上位関数にリターンする。
【０２７０】
　（ステップＳ１９１８）キーワード取得手段１４１７３は、最後の操作情報が示す移動
操作［ｍ］直後の地図情報を、バッファ内の情報から取得する。
【０２７１】
　（ステップＳ１９１９）キーワード取得手段１４１７３は、最後の操作情報が示す移動
操作［ｍ］直前の地図情報を、バッファ内の情報から取得する。
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【０２７２】
　（ステップＳ１９２０）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９１８で取得
した地図情報が示す領域とステップＳ１９１９で取得した地図情報が示す領域から、キー
ワードが存在し得る領域を示す情報を取得する。移動操作［ｍ］が比較検索のトリガにな
った場合のキーワードの領域についての説明は後述する。ステップＳ１９１５に行く。
【０２７３】
　（ステップＳ１９２１）キーワード取得手段１４１７３は、検索範囲情報が経路検索操
作情報列に対する情報であるか否かを判断する。前記条件を満たせばステップＳ１９２２
に行き、条件を満たさなければ上位関数にリターンする。
【０２７４】
　（ステップＳ１９２２）キーワード取得手段１４１７３は、ズームアウト操作［ｏ］後
のズームイン操作［ｉ］の直後の画面情報を取得する。
【０２７５】
　（ステップＳ１９２３）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９２２で取得
した画面情報が有する地図図柄情報の中心地点の位置情報を取得する。
【０２７６】
　（ステップＳ１９２４）キーワード取得手段１４１７３は、ステップＳ１９２３で取得
した中心地点の位置情報に最も近い位置情報と対になる用語を、ステップＳ１９２２で読
み込んだ地図情報が有する用語情報からキーワードを取得する。
【０２７７】
　（ステップＳ１９２５）キーワード取得手段１４１７３は、ズームアウト操作［ｏ］後
のズームイン操作［ｉ］から、最も近い過去の絞込検索において、目印地点のキーワード
をキーワードとして取得する。上位関数にリターンする。
【０２７８】
　なお、図１９のフローチャートにおいて、ステップＳ１９１７の処理は、必須ではない
ことは言うまでもない。
【０２７９】
　次に、ステップＳ１９１５の領域内キーワード取得処理について、図２０のフローチャ
ートを用いて説明する。
【０２８０】
　（ステップＳ２００１）キーワード取得手段１４１７３は、カウンタｉに１を代入する
。
【０２８１】
　（ステップＳ２００２）キーワード取得手段１４１７３は、対応する地図情報が有する
用語情報中に、ｉ番目の用語が存在するか否かを判断する。ｉ番目の用語が存在すればス
テップＳ２００３に行き、ｉ番目の用語が存在しなければ上位関数にリターンする。
【０２８２】
　（ステップＳ２００３）キーワード取得手段１４１７３は、カウンタｊに１を代入する
。
【０２８３】
　（ステップＳ２００４）キーワード取得手段１４１７３は、ｊ番目の領域が存在するか
否かを判断する。ｊ番目の領域が存在すればステップＳ２００５に行き、ｊ番目の領域が
存在しなければステップＳ２００８に行く。なお、各領域は、通常、矩形の領域である。
【０２８４】
　（ステップＳ２００５）キーワード取得手段１４１７３は、ｉ番目の用語がｊ番目の領
域内に存在する用語であるか否かを判断する。なお、キーワード取得手段１４１７３は、
例えば、ｉ番目の用語と対になる位置情報（例えば、（ａｉ，ｂｉ））を読み出し、当該
位置情報がｊ番目の領域（（ａｘ，ｂｘ），（ａｙ，ｂｙ））で表される領域（（ａｘ，
ｂｘ）は矩形の左上の点、（ａｙ，ｂｙ）は矩形の右下の点）内の点か否かを判断する。
つまり、キーワード取得手段１４１７３は、「ａｘ＜＝ａｉ＜＝ａｙ」かつ「ｂｘ＜＝ｂ



(41) JP 2010-49132 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

ｉ＜＝ｂｙ」を満たせば、ｉ番目の用語がｊ番目の領域内に存在すると判断し、上記を満
たさなければｉ番目の用語がｊ番目の領域外に存在する、と判断する。
【０２８５】
　（ステップＳ２００６）キーワード取得手段１４１７３は、ｉ番目の用語がｊ番目の領
域内に存在すればステップＳ２００７に行き、ｉ番目の用語がｊ番目の領域内に存在しな
ければステップＳ２００９に行く。
【０２８６】
　（ステップＳ２００７）キーワード取得手段１４１７３は、ｉ番目の用語をキーワード
として登録する。ここで、登録とは、所定のメモリ上に格納することである。ステップＳ
２００８に行く。
【０２８７】
　（ステップＳ２００８）キーワード取得手段１４１７３は、カウンタｉを１、インクリ
メントする。ステップＳ２００２に戻る。
【０２８８】
　（ステップＳ２００９）キーワード取得手段１４１７３は、カウンタｊを１、インクリ
メントする。ステップＳ２００４に戻る。
【０２８９】
　次に、ステップＳ１６１３の検索処理の例の詳細について、図２１のフローチャートを
用いて説明する。
【０２９０】
　（ステップＳ２１０１）検索部１４１８は、検索範囲情報が絞込検索操作情報列に対す
る情報であるか否か（絞込検索であるか否か）を判断する。前記条件を満たせばステップ
Ｓ２１０２に行き、条件を満たさなければステップＳ２１０８に行く。
【０２９１】
　（ステップＳ２１０２）検索部１４１８は、カウンタｉに１を代入する。
【０２９２】
　（ステップＳ２１０３）検索部１４１８は、１以上の情報格納装置１４２を検索し、ｉ
番目の情報（例えば、Ｗｅｂページ）が存在するか否かを判断する。ｉ番目の情報が存在
すればステップＳ２１０４に行き、ｉ番目の情報が存在しなければ上位関数にリターンす
る。
【０２９３】
　（ステップＳ２１０４）検索部１４１８は、メモリ上に存在する目的地点のキーワード
と、目印地点のキーワードを取得し、ｉ番目の情報が、目的地点のキーワードをタイトル
内（例えば、＜ｔｉｔｌｅ＞タグ内）に含み、目印地点のキーワードおよび第一キーワー
ド取得部１４１６が取得したキーワードを内部（例えば、＜ｂｏｄｙ＞タグ内）に含むか
否かを判断する。なお、検索部１４１８は、第一キーワード取得部１４１６が取得したキ
ーワードをどこかに含む、かつ、目的地点のキーワードをタイトル内（例えば、＜ｔｉｔ
ｌｅ＞タグ内）に含み、目印地点のキーワードを内部（例えば、＜ｂｏｄｙ＞タグ内）に
含むか否かを判断しても良い。
【０２９４】
　（ステップＳ２１０５）検索部１４１８は、ステップＳ２１０４における判断結果が、
条件に合致するとの判断の場合はステップＳ２１０６に行き、合致しないとの判断の場合
はステップＳ２１０７に行く。
【０２９５】
　（ステップＳ２１０６）検索部１４１８は、ｉ番目の情報を出力する情報として登録す
る。
【０２９６】
　（ステップＳ２１０７）検索部１４１８は、カウンタｉを１、インクリメントする。ス
テップＳ２１０３に戻る。
【０２９７】
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　（ステップＳ２１０８）検索部１４１８は、検索範囲情報が比較検索操作情報列に対す
る情報であるか否かを判断する。前記条件を満たせばステップＳ２１０９に行き、条件を
満たさなければステップＳ２１１７に行く。
【０２９８】
　（ステップＳ２１０９）検索部１４１８は、カウンタｉに１を代入する。
【０２９９】
　（ステップＳ２１１０）検索部１４１８は、１以上の情報格納装置１４２を検索し、ｉ
番目の情報（例えば、Ｗｅｂページ）が存在するか否かを判断する。ｉ番目の情報が存在
すればステップＳ２１１１に行き、ｉ番目の情報が存在しなければステップＳ２１１６に
行く。
【０３００】
　（ステップＳ２１１１）検索部１４１８は、メモリ上に存在する２つのキーワードを取
得し、ｉ番目の情報が、目的地点のキーワードまたは目印地点をタイトル内（例えば、＜
ｔｉｔｌｅ＞タグ内）に含み、他のキーワードを内部（例えば、＜ｂｏｄｙ＞タグ内）に
含むか否かを判断する。他のキーワードとは、第一キーワード取得部１４１６が取得した
キーワードも含む。
【０３０１】
　（ステップＳ２１１２）検索部１４１８は、ステップＳ２１１０における判断結果が、
条件に合致するとの判断の場合はステップＳ２１１３に行き、合致しないとの判断の場合
はステップＳ２１１５に行く。
【０３０２】
　（ステップＳ２１１３）検索部１４１８は、ｉ番目の情報のＭＢＲを取得する。ＭＢＲ
（Ｍｉｎｉｍｕｍ　Ｂｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｃｔａｎｇｌｅ）とは、ｉ番目の情報（例え
ば、Ｗｅｂページ）から、用語情報が有する２以上の用語を検索し、当該検索した２以上
の用語の２以上の位置情報から、ｉ番目の情報が話題にしている領域を示す情報であり、
例えば、検索した２以上の用語に対応する２以上の位置情報の最も離れた２つの位置情報
で構成される矩形の領域である。かかる場合、ＭＢＲは、２点（例えば、左上の位置情報
、右下の位置情報）で識別される矩形領域の情報である。なお、ＭＢＲについては、公知
技術である。なお、検索部１４１８は、ＭＢＲを取得する場合に、２以上の用語のうち、
位置情報を有しない用語については、通常、無視する。
【０３０３】
　（ステップＳ２１１４）検索部１４１８は、ｉ番目の情報とＭＢＲ（例えば、２点の位
置情報）を登録する。
【０３０４】
　（ステップＳ２１１５）検索部１４１８は、カウンタｉを１、インクリメントする。ス
テップＳ２１１０に戻る。
【０３０５】
　（ステップＳ２１１６）検索部１４１８は、登録した（メモリ上に存在する）情報とＭ
ＢＲの対を読み出し、ＭＢＲが最小の情報を取得し、出力する情報として登録する。なお
、ＭＢＲが２点の位置情報で特定される矩形領域である場合、当該矩形領域の面積の大き
さを比較し、最小の面積のＭＢＲと対になる情報（例えば、Ｗｅｂページ）を取得する技
術は公知技術であるので、詳細な説明を省略する。
【０３０６】
　（ステップＳ２１１７）検索部１４１８は、検索範囲情報が経路検索操作情報列に対す
る情報であるか否かを判断する。前記条件を満たせばステップＳ２１１８に行き、条件を
満たさなければ上位関数にリターンする。
【０３０７】
　（ステップＳ２１１８）検索部１４１８は、カウンタｉに１を代入する。
【０３０８】
　（ステップＳ２１１９）検索部１４１８は、１以上の情報格納装置１４２を検索し、ｉ
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番目の情報（例えば、Ｗｅｂページ）が存在するか否かを判断する。ｉ番目の情報が存在
すればステップＳ２１２０に行き、ｉ番目の情報が存在しなければステップＳ２１２３に
行く。
【０３０９】
　（ステップＳ２１２０）検索部１４１８は、ｉ番目の情報のＭＢＲを取得する。
【０３１０】
　（ステップＳ２１２１）検索部１４１８は、ｉ番目の情報とＭＢＲ（例えば、２点の位
置情報）を登録する。
【０３１１】
　（ステップＳ２１２２）検索部１４１８は、カウンタｉを１、インクリメントする。ス
テップＳ２１１９に戻る。
【０３１２】
　（ステップＳ２１２３）検索部１４１８は、操作情報列のバッファにおける、ズームア
ウト操作［ｏ］直後のズームイン操作［ｉ］直後の画面情報を取得する。
【０３１３】
　（ステップＳ２１２４）検索部１４１８は、ステップＳ２１２３で取得した画面情報が
有する地図図柄情報が示す地図の中心地点の位置情報を取得する。
【０３１４】
　（ステップＳ２１２５）検索部１４１８は、一つ前の経路検索における画面情報が有す
る地図図柄情報が示す地図の中心地点の位置情報を取得する。
【０３１５】
　（ステップＳ２１２６）検索部１４１８は、ステップＳ２１２４で取得した地点の位置
情報、ステップＳ２１２５で取得した地点の位置情報で構成されるＭＢＲと、最も近いＭ
ＢＲを有する情報を取得し、出力する情報として登録する。なお、この場合、検索部１４
１８は、ステップＳ２１２１で登録したＭＢＲと情報の対の集合を検索し、ステップＳ２
１２４で取得した地点の位置情報、ステップＳ２１２５で取得した地点の位置情報で構成
されるＭＢＲと、最も近いＭＢＲを有する情報を取得する。
【０３１６】
　なお、図２１のフローチャートにおいて、検索処理の例の詳細を説明した。しかし、検
索処理は、いわゆる公知のＷｅｂの検索エンジンに、キーワードを渡して、検索エンジン
を実行する処理のみをしても良い。
【０３１７】
　また、検索部１４１８は、キーワード取得手段１４１７３が取得したキーワードからＳ
ＱＬ文を構成し、ＳＱＬ文によりデータベースを検索する処理を行っても良い。なお、Ｓ
ＱＬ文の構成にあたって、キーワードの組み合わせ方法（ＡＮＤ，ＯＲの利用方法）は問
わない。
【０３１８】
　以下、本実施の形態における地図情報処理装置１４１の具体的な動作について説明する
。地図情報処理装置１４１を有する地図情報処理システムの概念図は図１４である。本地
図情報処理装置１４１は、ここでは、ユーザが地図を操作する、または自動車が移動する
ことで、検索を意識することなく、地図の操作意図、または／および自動車の走行意図に
合ったＷｅｂ情報を自動的に取得することが出来る。また、本具体例では、地図操作の意
味のある操作列をチャンクと呼ぶこととする。なお、地図情報処理装置１４１は、例えば
、ここでは、カーナビゲーションに組み込まれている、とする。また、地図情報処理装置
１４１は、例えば、図２２に示すような概観図である。図２２において、自動車の運転席
と助手席の間の中央部に第一の表示部２２１、助手席の前に第二の表示部２２２が存在す
る。そして、図示しないが、１以上の第三の表示部が後部座席のみから見える位置（例え
ば、運転席や助手席の裏側）に存在する、とする。第一の表示部２２１には、地図が表示
されている。第二の表示部２２２には、ウェブページが表示されている。
【０３１９】
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　また、地図情報格納部１４１０は、図２３に示す地図図柄情報を保持している。地図図
柄情報は、地図の縮尺を識別する情報（縮尺Ａ、縮尺Ｂ、など）と対に格納されている。
また、地図情報格納部１４１０は、図２４に示す用語情報を保持している。つまり、地図
情報格納部１４１０は、縮尺の違いごとに地図図柄情報と、縮尺の違いごとに用語情報を
格納している。
【０３２０】
　また、検索範囲管理情報格納手段１４１７１は、図２５に示す原子操作チャンク管理表
、図２６に示す複合操作チャンク管理表を格納している。原子操作チャンクは、ユーザの
意図抽出のための操作列の最小単位である。原子操作チャンク管理表は、「ＩＤ」「意図
識別情報」「ユーザ操作」「記号」の属性を有する。「ＩＤ」は、レコードを識別する情
報であり、表におけるレコード管理のために存在する。「意図識別情報」は、５種類の原
子操作チャンクを識別する情報である。原子操作チャンクは、単点指定、複数点指定、選
択指定、周辺指定、および広域指定の５種類ある。単点指定は、旅行先の宿泊施設を探す
ように、対象を一意に決定しズームインさせていく操作である。複数点指定は、宿泊施設
の周りの土産物屋がどこにあるのかを探すように、特定の対象からズームアウトさせてい
く操作である。選択指定は、旅行先の観光地を順に選んでいくように、複数地点をセンタ
リングしていく操作である。周辺指定は、行きたい観光地同士の位置関係を調べるように
、複数地点を一画面に表示できるようズームアウトさせていく操作である。広域指定は、
自分の住む街と旅行先の距離はどのくらいかを調べるように、複数点を移動させていく操
作である。「ユーザ操作」は、ユーザが地図閲覧操作をする場合の操作情報列を示す。「
記号」は、原子操作チャンクを識別する記号である。
【０３２１】
　また、ここでの地図情報処理装置１４１において、原子操作チャンク同士が結合した複
合操作チャンクを識別することにより、ユーザの意図を含んだ情報の検索を実現する。複
合操作チャンク管理表は、かかる検索実現のための管理表である。複合操作チャンク管理
表は、「ＩＤ」「意図識別情報」「原子操作チャンクの組み合わせ」「トリガ」「ユーザ
操作」の属性を有する。「ＩＤ」は、レコードを識別する情報であり、表におけるレコー
ド管理のために存在する。「意図識別情報」は、３種類の複合操作チャンクを識別する情
報である。「原子操作チャンクの組み合わせ」は、原子操作チャンクの組み合わせ方法に
ついての情報である。ここでの原子操作チャンクの結合方法は、３種類ある。「ｏｖｅｒ
ｌａｐｓ」は、繋がり部分の操作が等しい結合方法である。「ｍｅｅｔｓ」は、繋がり部
分の操作が違う結合方法である。「ａｆｔｅｒ」は、操作の間に他の操作を含んでいても
良いことを示す結合方法である。「トリガ」は、キーワードを見つけるトリガを示す。「
ａ　ｉｎｃｌｕｄｅ＿ｉｎ　Ｂ」は、チャンクＢに含まれる操作ａを意味する。「ａ　ｊ
ｕｓｔ＿ａｆｔｅｒ　ｂ」は、操作ｂの直後に行われる操作ａを意味する。つまり、「ａ
　ｊｕｓｔ＿ａｆｔｅｒ　ｂ」は、操作ｂの直後に行われる操作ａがトリガとなることを
示す。また、「ユーザ操作」は、ユーザが地図閲覧操作をする場合の操作情報列を示す。
ここで、検索範囲管理情報格納手段１４１７１が格納している操作情報列は、例えば、図
２６の「ユーザ操作」であり、検索範囲情報は、図２６の「意図識別情報」である。なお
、地図情報処理装置１４１のキーワード取得手段１４１７３は、例えば、「意図識別情報
」の値に対応する関数を実行し、キーワードを取得する。
【０３２２】
　複合操作チャンクの検索には絞込検索、比較検索、および経路検索の３種類がある。絞
込検索は、任意の地点を一箇所定め、そこを検索対象とする最も基本的な検索である。比
較検索は、任意地点同士の関係を判定する検索であり、例えば、旅行先の宿泊施設と最寄
り駅の位置関係はどうなっているのかなどを検索する場合などである。経路検索は、ユー
ザが経路を辿る検索であり、例えば、最寄り駅から宿泊施設までの道なりに何があり、ど
う行けばいいのかを検索する場合などである。
【０３２３】
　また、地図情報処理システム２を構成する１以上の情報格納装置１４２は、多数のＷｅ
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ｂページを格納している、とする。
【０３２４】
　かかる状況において、まず、ユーザは、地図情報処理装置１４１に対して、ユーザは、
「京都」、「桜」というキーワードを入力し、「京都」、「桜」を含む第一情報出力指示
を入力した、とする。
【０３２５】
　次に、第一情報出力部１４１２は、「京都」、「桜」をキーワードとして、第一情報（
ここでは、ウェブページ）を取得し、出力した、とする。
【０３２６】
　そして、第一情報出力部１４１２は、キーワード「京都」、「桜」（第一のキーワード
という）を、予め決められたバッファに格納した、とする。
【０３２７】
　以上の状況において、地図を閲覧する複数の操作、および自動車の走行により発生する
イベントを含む地図閲覧操作列から、情報検索に用いる第二のキーワードを取得する。つ
まり、地図閲覧操作列は、ユーザの操作および自動車の走行により発生するイベントを組
み合わせた操作列であることは好適である。
【０３２８】
　そして、地図情報処理装置１４１は、第一のキーワードと第二のキーワードを用いて、
Ｗｅｂページを検索する。かかる具体的な動作例について、以下に説明する。
【０３２９】
　（具体例１）
【０３３０】
　具体例１において、絞込検索の場合の情報検索、出力について述べる。絞込検索におい
て、ユーザはズームイン操作をし、検索地点を決定させるため、キーワードの取得のトリ
ガは、例えば、ズームイン操作［ｉ］である。また、絞込検索において、ズームイン操作
後の移動操作［ｍ］やセンタリング操作［ｃ］が、例えば、キーワードの取得のトリガと
なる。移動操作［ｍ］やセンタリング操作［ｃ］は、地図情報が有する地点へ自動車が走
行した場合、または停止した場合は、その地点への移動操作［ｍ］またはセンタリング操
作［ｃ］が発生したと判断されて、地図情報処理装置１４１は、移動操作［ｍ］またはセ
ンタリング操作［ｃ］に対応する操作情報を取得する。
【０３３１】
　そして、まず、キーワードの取得に至るまでの処理である、地図閲覧操作列からユーザ
の操作意図（自動車の走行意図も含む）を抽出する処理について述べる。地図閲覧操作に
はズーミング操作（ズームイン操作［ｉ］、ズームアウト操作［ｏ］）と移動操作（移動
操作［ｍ］、センタリング操作［ｃ］）があり、ユーザが意図を持って地図操作を行う際
には、ある程度決まった操作列を検出することが出来る。例えば、沖縄に旅行に行こうと
思い首里城を地図で表示させるには、まず沖縄が画面中央に来るように地図画面を移動さ
せ、それからズームイン操作や移動操作で首里城を表示していく。また、首里城の最寄り
駅を地図画面で探すには首里城からズームアウト操作で一番近い駅を探し、探し当てた駅
と首里城を一つの画面に表示させると考えられる。
【０３３２】
　まず、ユーザは、自動車のエンジンを起動すると、地図情報処理装置１４１も起動され
、受付部１４１１は、地図出力指示を受け付け、地図出力部１４１３は、地図情報を地図
情報格納部１４１０から読み出し、例えば、第一の表示部２２１に、図２７に示すように
出力する。また、図２７は、京都府の地図である。また、図示しないが、ナビゲーション
システムには、「ズームイン」ボタン、「ズームアウト」ボタン、上下左右の矢印ボタン
が存在する、とする。そして、「ズームイン」ボタンの押下により操作情報［ｉ］が発生
し、「ズームアウト」ボタンの押下により操作情報［ｏ］が発生し、上下左右の矢印ボタ
ンの押下により操作情報［ｍ］が発生し、地図情報の任意の位置の押下により、当該押下
された位置へのセンタリングの操作情報［ｃ］が発生する、とする。
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【０３３３】
　次に、自動車の走行中に、ユーザ（助手席の者）は、「ズームイン」ボタンの押下、「
センタリング」操作、「ズームイン」ボタンの押下、「ズームイン」ボタンの押下と、次
々に地図の操作を行った、とする。
【０３３４】
　そして、ユーザが、かかる地図操作を行った場合に、操作情報列取得部１４１５は、受
け付けた地図閲覧操作に対応する操作情報を取得し、バッファに一時格納する。また、地
図出力変更部１４１４は、地図閲覧操作に応じて地図の出力を変更する。そして、地図出
力変更部１４１４は、変更後の地図情報（例えば、出力する地図の縮尺を識別する情報や
、出力地図の中心地点の位置情報）を取得し、バッファに格納する。すると、図２８に示
すようなバッファを得る。バッファには、「操作情報」「地図情報」「中心位置」「検索
」「キーワード」が対応付けて、格納される。「検索」は、上記のユーザの意図であり、
「絞込検索」「比較検索」「経路検索」のいずれかが入り得る。「キーワード」は、キー
ワード取得手段１４１７３が取得したキーワードが入り得る。
【０３３５】
　次に、第二キーワード取得部１４１７は、受付部１４１１がユーザから地図操作を受け
付ける毎にまたは、自動車が特定の地点を通過したり、特定の地点で停止したりする毎に
、キーワードの取得を試みるが、操作情報列がキーワード取得のトリガに合致せず、これ
まで、キーワードを取得できない。
【０３３６】
　そして、ユーザは、さらにセンタリング操作［ｃ］を行ったとする。次に、地図出力変
更部１４１４は、この地図閲覧操作に応じて地図の出力を変更する。そして、地図出力変
更部１４１４は、変更後の地図情報（例えば、出力する地図の縮尺を識別する情報や、出
力地図の中心地点の位置情報）を取得し、バッファに格納する。次に、操作情報列取得部
１４１５は、［ｉｃｉｉｃ］という操作情報列を得る。
【０３３７】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、［ｉｃｉｉｃ］という操作情報列から、図２
６の表を検索し、「絞込検索」に合致すると判断する。つまり、ここで、操作情報列がキ
ーワード取得のトリガに合致した、こととなる。そして、キーワード取得手段１４１７３
は、最後の［ｃ］に対応する縮尺ＩＤ「縮尺Ｄ」、中心位置の情報（ＸＤ２，ＹＤ２）を
取得する。
【０３３８】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、中心位置の情報（ＸＤ２，ＹＤ２）を取得す
る。そして、キーワード取得手段１４１７３は、縮尺ＩＤ「縮尺Ｄ」に対応する用語情報
を検索し、位置情報（ＸＤ２，ＹＤ２）に最も近い用語「北野天満宮」を取得した、とす
る。
【０３３９】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、バッファ内の操作情報列から、以前の操作情
報であり、最近のセンタリング操作［ｃ］の際の縮尺ＩＤ「縮尺Ｂ」および中心位置（Ｘ
Ｂ２，ＹＢ２）を取得する。
【０３４０】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、「縮尺Ｂ」に対応する用語情報を検索し、位
置情報（ＸＢ２，ＹＢ２）に最も近い用語「上京区」を取得する。
【０３４１】
　以上の処理により、キーワード取得手段１４１７３は、第二のキーワード「北野天満宮
，上京区」を取得できた。なお、第二のキーワードのうち、キーワード「北野天満宮」は
、目的地点のキーワードであり、「上京区」は目印地点のキーワードである。なお、キー
ワード取得手段１４１７３は、バッファ内に、検索「絞込検索」、キーワード「北野天満
宮，上京区」を書き込む。かかるバッファ内のデータを図２９に示す。また、図２９にお
いて、キーワード「（１）北野天満宮」の（１）は目的地点のキーワード、キーワード「
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（２）上京区」の（２）は目印地点のキーワードであることを示す。また、図２９におい
て、キーワード「（３）京都、桜」は、第一のキーワードであることを示す。
【０３４２】
　次に、第一のキーワード「京都，桜」、および第二のキーワード「北野天満宮，上京区
」を用いて、Ｗｅｂページを検索する処理について述べる。検索部１４１８は、検索範囲
情報が絞込検索操作情報列を有する（絞込検索である）と判断し、Ｗｅｂページのタイト
ル内（＜ｔｉｔｌｅ＞タグ内）に「北野天満宮」を含み、Ｗｅｂページの内部（＜ｂｏｄ
ｙ＞タグ内）に「京都」「桜」および「上京区」を含むページである、「北野天満宮」の
ホームページを取得する。しかし、現在、自動車が走行中である。したがって、第二情報
出力部１４１９は、自動車が走行中である信号を受け取り、運転者が見ることができる第
二の表示部２２２には、「北野天満宮」のホームページを出力しない。一方、後部座席か
ら見える１以上の第三の表示部には、「北野天満宮」のホームページを出力する。
【０３４３】
　そして、自動車が停止すると、第二情報出力部１４１９は、その停止を検知し（停止信
号を自動車から取得することも含む）、「北野天満宮」のホームページを、第二の表示部
２２２にも出力する（図３０参照）。
【０３４４】
　以上により、ユーザが入力したキーワードや、ユーザ操作により出力された情報から得
られた情報を用いて、より適切な情報をユーザに提示できる。そして、さらに、自動車の
走行により、地図操作されたと同様の効果を奏し、ユーザがドライブ中にも、適切な情報
が得られるともに、安全性も確保できる。
【０３４５】
　（具体例２）
【０３４６】
　具体例２において、比較検索の場合の情報検索、出力について述べる。比較検索におい
て、ユーザはズームアウト［ｏ］、または移動操作［ｍ］をし、複数の任意地点を画面に
提示すると考えられるため、キーワードの取得のトリガは、通常、ズームアウト［ｏ］、
または移動操作［ｍ］となる。
【０３４７】
　図２９のバッファの状態から、ユーザは、移動操作［ｍ］、ズームアウト操作［ｏ］を
続けて行った、とする。
【０３４８】
　次に、操作情報列取得部１４１５は、受け付けた地図閲覧操作に対応する操作情報を取
得し、バッファに一時格納する。また、地図出力変更部１４１４は、地図閲覧操作に応じ
て地図の出力を変更する。そして、地図出力変更部１４１４は、変更後の地図情報（例え
ば、出力する地図の縮尺を識別する情報や、出力地図の中心地点の位置情報）を取得し、
バッファに格納する。
【０３４９】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、［ｉｃｉｉｃｍｏ］という操作情報列から、
図２６の表を検索し、「比較検索」に合致すると判断する。そして、最後の［ｏ］に対応
する縮尺ＩＤ「縮尺Ｃ」、中心位置の情報（ＸＣ２，ＹＣ２）を取得する。
【０３５０】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、ズームアウト操作［ｏ］前の縮尺ＩＤ「縮尺
Ｄ」、中心位置の情報（ＸＤ３，ＹＤ３）を取得する。そして、キーワード取得手段１４
１７３は、地図情報（「縮尺Ｃ」、（ＸＣ２，ＹＣ２））が示す領域［Ｏｌａｓｔ］と地
図情報（「縮尺Ｄ」、（ＸＤ３，ＹＤ３））が示す領域［Ｏｌａｓｔ－１］との差分の領
域［Ｒ（ｏ）］を示す情報を取得する。かかる概念図を図３１に示す。図３１において、
ズームアウト後の領域から、ズームアウト前の領域の差分の領域である網掛け部分が、キ
ーワードが存在し得る領域［Ｒ（ｏ）］である。つまり、「［Ｒ（ｏ）］＝［Ｏｌａｓｔ

］－［Ｏｌａｓｔ－１］」である。
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【０３５１】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、地図情報格納部１４１０の用語情報が有する
位置情報で特定される地点の中で、領域［Ｒ（ｏ）］内に含まれる地点があるか否かを判
断する。そして、キーワード取得手段１４１７３は、その地点の位置情報に対応する用語
をキーワードとして取得する。ここで、キーワード取得手段１４１７３は、キーワード「
金閣寺」を取得した、とする。
【０３５２】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、先に取得した目的地点のキーワード「北野天
満宮」を取得する。
【０３５３】
　以上のように、キーワード取得手段１４１７３は、比較検索において、キーワード「金
閣寺，北野天満宮」を取得できた。
【０３５４】
　次に、検索部１４１８は、第一のキーワード「京都」「桜」および第二のキーワード「
金閣寺」「北野天満宮」を含み、ＭＢＲが最小のＷｅｂページを、情報格納装置１４２か
ら検索する。そして、第二情報出力部１４１９は、検索部１４１８が検索したＷｅｂペー
ジを出力する。ここで、検索部１４１８は、位置情報を有さない第一のキーワード「桜」
について、通常の検索キーワードとして用いて、「桜」を有するＷｅｂページから、ＭＢ
Ｒが最小のＷｅｂページを取得しても良い。検索部１４１８は、如何にキーワードを用い
るかは問わない。
【０３５５】
　なお、比較検索において、最後の操作情報が移動操作［ｍ］である場合、最後の移動操
作後の地図情報を（ｍｌａｓｔ）とし、移動前の地図情報を（ｍｌａｓｔ－１）とすると
、少なくとも一つのキーワードが含まれている地図範囲（Ｒ（ｍ））は、「Ｒ（ｍ）＝ｍ

ｌａｓｔ－（ｍｌａｓｔ　∩　ｍｌａｓｔ－１）となる。また、比較対象物は出来るだけ
大きく表したいというユーザ心理から、比較対象となるキーワードは「Ｒ（ｍ０）＝Ｒ（
ｍ）∪Ｒ（ｍ'）」の領域に存在する、と考えられる。ただし、ここで、Ｒ（ｍ'）とは、
Ｒ（ｍ）を地図上の中心から反転させた範囲を示している。この地図範囲を図で表すと、
図３２の｛斜線部分Ａ∪斜線部分Ｂ｝となる。これらの地図範囲が、キーワードが存在す
る範囲である。図３２において、出力される地図が、左側の大きな矩形から右側の大きな
矩形に移動したことを示す。Ｒ（ｍ）の領域は図３２の「Ａ」であり、Ｒ（ｍ'）の領域
は図３２の「Ｂ」である。第二のキーワードが存在し得る領域（Ｒ（ｍ０））は、「Ａ」
または「Ｂ」の領域となる。
【０３５６】
　（具体例３）
【０３５７】
　具体例３において、経路検索の場合の情報検索、出力について述べる。経路検索におい
て、ユーザはズームアウト操作［ｏ］で大体の道順を確認しながらズームイン操作［ｉ］
をし、自ら辿る経路をセンタリング［ｃ］させながら移動させていく、と考えられるため
、確認操作（ズームアウト操作［ｏ］後のズームイン操作［ｉ］が確認操作となる）の後
のセンタリング操作［ｃ］が、通常、キーワードの取得のトリガとなる。
【０３５８】
　図３３のバッファの状態から、ユーザは、センタリング操作［ｃ］、ズームアウト操作
［ｏ］、ズームイン操作［ｉ］、センタリング操作［ｃ］を続けて行った、とする。
【０３５９】
　次に、操作情報列取得部１４１５は、受け付けた地図閲覧操作に対応する操作情報を取
得し、バッファに一時格納する。また、地図出力変更部１４１４は、地図閲覧操作に応じ
て地図の出力を変更する。そして、地図出力変更部１４１４は、変更後の地図情報（例え
ば、出力する地図の縮尺を識別する情報や、出力地図の中心地点の位置情報）を取得し、
バッファに格納する。
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【０３６０】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、［ｉｃｉｉｃｍｏｃｏｉｃ］という操作情報
列から、図２６の表を検索し、「経路検索」に合致することを取得する。そして、最後の
［ｃ］に対応する縮尺ＩＤ「縮尺Ｃ」、中心位置の情報（ＸＣ５，ＹＣ５）を取得する。
【０３６１】
　次に、キーワード取得手段１４１７３は、地図情報格納部１４１０の、縮尺ＩＤ「縮尺
Ｃ」に対応する用語情報が有する位置情報で特定される地点の中で、中心位置の情報（Ｘ
Ｃ５，ＹＣ５）も最も近い位置情報と対になる用語「北野白梅町」をキーワードとして取
得する。次に、キーワード取得手段１４１７３は、一つ前の絞込検索の目的地点のキーワ
ード「北野天満宮」も取得する。以上の処理より、図３４のバッファの内容を得る。
【０３６２】
　そして、以上により、キーワード取得手段１４１７３は、経路索において、第二のキー
ワード「北野白梅町，北野天満宮」が取得できた。
【０３６３】
　次に、検索部１４１８は、情報格納装置１４２の各情報を取得し、取得した各情報のＭ
ＢＲを算出する。
【０３６４】
　次に、検索部１４１８は、第一のキーワード「京都，桜」、第二のキーワード「北野白
梅町，北野天満宮」からキーワードのＭＢＲを算出し、当該キーワードのＭＢＲと最も近
いＭＢＲを有する情報を出力する情報として決定する。ここで、検索部１４１８は、位置
情報を有さない第一のキーワード「桜」について、通常の検索キーワードとして用いて、
「桜」を有するＷｅｂページから、ＭＢＲが最小のＷｅｂページを取得しても良い。検索
部１４１８は、如何にキーワードを用いるかは問わない。
【０３６５】
　そして、第二情報出力部１４１９は、検索部１４１８が取得した情報（Ｗｅｂページ）
を出力する。
【０３６６】
　以上、本実施の形態によれば、ユーザの地図に対する操作列、自動車の走行により通過
した地点、停止した地点の情報等を自動的に検出し、適切な付加情報を提供することでき
る。
【０３６７】
　また、本実施の形態によれば、操作情報列として、原子操作チャンク、複合操作チャン
クを、具体的に規定し、特定の複合操作チャンクに合致した場合に、キーワードを取得す
ることにより、タイミング良く、効果的にキーワードを取得でき、ユーザ所望の情報を得
ることができた。
【０３６８】
　さらに、本実施の形態によれば、地図情報処理装置を具備するナビゲーションシステム
を構成できる。かかるナビゲーションシステムによれば、例えば、ドライブ中に、自動的
に所望の情報（Ｗｅｂページなど）を得ることができ、ドライブを強力に支援できる。
【０３６９】
　また、本実施の形態において、操作情報列の具体例として、単点指定操作情報列、複数
点指定操作情報列、選択指定操作情報列、周辺指定操作情報列、広域指定操作情報列、ま
たは、５種類の操作情報列の組み合わせ（絞込検索操作情報列、比較検索操作情報列、経
路検索操作情報列）を示した。そして、本実施の形態において、上記各操作情報列に対す
るキーワード取得のトリガの例を明示した。しかし、キーワードを取得する場合の操作情
報列や、キーワード取得のトリガは上述に限らない。
【０３７０】
　また、本実施の形態において、地図情報処理装置は、地図閲覧操作列を処理して、情報
を検索するだけの装置であり、地図の表示や表示変更は他の装置が行っても良い。かかる
場合の地図情報処理装置は、地図についての情報である地図情報を格納し得る地図情報格
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納部と、第一の情報を出力する指示である第一情報出力指示、および前記地図を閲覧する
複数の操作である地図閲覧操作列を受け付ける受付部と、前記第一情報出力指示に応じて
、第一の情報を出力する第一情報出力部と、前記地図閲覧操作列に対応する複数の操作の
情報である操作情報列を取得する操作情報列取得部と、前記第一情報出力指示が有するキ
ーワード、または前記第一の情報に対応するキーワードを取得する第一キーワード取得部
と、前記操作情報列を用いて、前記地図情報から１以上のキーワードを取得する第二キー
ワード取得部と、前記第一キーワード取得部および前記第二キーワード取得部が取得した
２以上のキーワードを用いて、情報を検索する検索部と、前記検索部が検索した情報を出
力する第二情報出力部を具備する地図情報処理装置、である。また、この地図情報処理装
置において、地図情報格納部の地図は、外部装置に存在し、地図情報処理装置が外部装置
から地図情報を取得する処理を行っても良い。
【０３７１】
　さらに、本実施の形態における地図情報処理装置を実現するソフトウェアは、以下のよ
うなプログラムである。つまり、このプログラムは、コンピュータを、第一の情報を出力
する指示である第一情報出力指示、および前記地図を閲覧する複数の操作である地図閲覧
操作列を受け付ける受付部と、前記第一情報出力指示に応じて、第一の情報を出力する第
一情報出力部と、前記地図閲覧操作列に対応する複数の操作の情報である操作情報列を取
得する操作情報列取得部と、前記第一情報出力指示が有するキーワード、または前記第一
の情報に対応するキーワードを取得する第一キーワード取得部と、前記操作情報列を用い
て、記憶媒体に記憶されている地図情報から１以上のキーワードを取得する第二キーワー
ド取得部と、前記第一キーワード取得部および前記第二キーワード取得部が取得した２以
上のキーワードを用いて、情報を検索する検索部と、前記検索部が検索した情報を出力す
る第二情報出力部として機能させるためのプログラム、である。
【０３７２】
　また、上記プログラムにおいて、前記受付部は、前記地図を出力する地図出力指示をも
受け付け、前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、前記地図情報を読み出し、地
図を出力する地図出力部と、前記受付部が地図閲覧操作を受け付け場合に、前記地図閲覧
操作に応じて地図の出力を変更する地図出力変更部として、コンピュータをさらに機能さ
せるためのプログラムであることは好適である。
【０３７３】
　また、図３５は、本明細書で述べたプログラムを実行して、上述した実施の形態の地図
情報処理装置等を実現するコンピュータの外観を示す。上述の実施の形態は、コンピュー
タハードウェア及びその上で実行されるコンピュータプログラムで実現され得る。図３５
は、このコンピュータシステム３４０の概観図であり、図３６は、コンピュータシステム
３４０のブロック図である。
【０３７４】
　図３５において、コンピュータシステム３４０は、ＦＤドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライ
ブを含むコンピュータ３４１と、キーボード３４２と、マウス３４３と、モニタ３４４と
を含む。
【０３７５】
　図３６において、コンピュータ３４１は、ＦＤドライブ３４１１、ＣＤ－ＲＯＭドライ
ブ３４１２に加えて、ＭＰＵ３４１３と、ＣＤ－ＲＯＭドライブ３４１２及びＦＤドライ
ブ３４１１に接続されたバス３４１４と、ブートアッププログラム等のプログラムを記憶
するためのＲＯＭ３４１５とに接続され、アプリケーションプログラムの命令を一時的に
記憶するとともに一時記憶空間を提供するためのＲＡＭ３４１６と、アプリケーションプ
ログラム、システムプログラム、及びデータを記憶するためのハードディスク３４１７と
を含む。ここでは、図示しないが、コンピュータ３４１は、さらに、ＬＡＮへの接続を提
供するネットワークカードを含んでも良い。
【０３７６】
　コンピュータシステム３４０に、上述した実施の形態の地図情報処理装置等の機能を実
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行させるプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ３５０１、またはＦＤ３５０２に記憶されて、ＣＤ
－ＲＯＭドライブ３４１２またはＦＤドライブ３４１１に挿入され、さらにハードディス
ク３４１７に転送されても良い。これに代えて、プログラムは、図示しないネットワーク
を介してコンピュータ３４１に送信され、ハードディスク３４１７に記憶されても良い。
プログラムは実行の際にＲＡＭ３４１６にロードされる。プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ３
５０１、ＦＤ３５０２またはネットワークから直接、ロードされても良い。
【０３７７】
　プログラムは、コンピュータ３４１に、上述した実施の形態の地図情報処理装置等の機
能を実行させるオペレーティングシステム（ＯＳ）、またはサードパーティープログラム
等は、必ずしも含まなくても良い。プログラムは、制御された態様で適切な機能（モジュ
ール）を呼び出し、所望の結果が得られるようにする命令の部分のみを含んでいれば良い
。コンピュータシステム３４０がどのように動作するかは周知であり、詳細な説明は省略
する。
【０３７８】
　なお、上記プログラムにおいて、情報を送信するステップや、情報を受信するステップ
などでは、ハードウェアによって行われる処理、例えば、送信ステップにおけるモデムや
インターフェースカードなどで行われる処理（ハードウェアでしか行われない処理）は含
まれない。
【０３７９】
　また、上記プログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよく、複数であって
もよい。すなわち、集中処理を行ってもよく、あるいは分散処理を行ってもよい。
【０３８０】
　また、上記各実施の形態において、一の装置に存在する２以上の通信手段（端末情報送
信部、端末情報受信部など）は、物理的に一の媒体で実現されても良いことは言うまでも
ない。
【０３８１】
　また、上記各実施の形態において、各処理（各機能）は、単一の装置（システム）によ
って集中処理されることによって実現されてもよく、あるいは、複数の装置によって分散
処理されることによって実現されてもよい。
【０３８２】
　本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、それら
も本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０３８３】
　以上のように、本発明にかかる地図情報処理装置は、適切な情報が提示できるという効
果を有し、ナビゲーションシステム等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０３８４】
【図１】実施の形態１における地図情報処理システムの概念図
【図２】同地図情報処理システムのブロック図
【図３】同関係判断管理表を示す図
【図４】同地図情報処理装置の動作について説明するフローチャート
【図５】同関係情報生成処理の動作について説明するフローチャート
【図６】同地図情報の例を示す図
【図７】同オブジェクト選択条件管理表を示す図
【図８】同関係情報管理表を示す図
【図９】同オブジェクト表示属性管理表を示す図
【図１０】同出力イメージを示す図
【図１１】同出力イメージを示す図
【図１２】同出力イメージを示す図
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【図１３】同出力イメージを示す図
【図１４】実施の形態２における地図情報処理システムの概念図
【図１５】同地図情報処理システムのブロック図
【図１６】同地図情報処理装置の動作について説明するフローチャート
【図１７】同キーワード取得処理の動作について説明するフローチャート
【図１８】同検索範囲情報取得処理の動作について説明するフローチャート
【図１９】同キーワード取得処理の動作について説明するフローチャート
【図２０】同領域内キーワード取得処理の動作について説明するフローチャート
【図２１】同検索処理の動作について説明するフローチャート
【図２２】同地図情報処理装置の概観図
【図２３】同地図図柄情報の例を示す図
【図２４】同用語情報の例を示す図
【図２５】同原子操作チャンク管理表を示す図
【図２６】同複合操作チャンク管理表を示す図
【図２７】同出力イメージを示す図
【図２８】同バッファ内のデータ構造例を示す図
【図２９】同バッファ内のデータ構造例を示す図
【図３０】同出力イメージを示す図
【図３１】同キーワードを取得する領域を説明する図
【図３２】同キーワードを取得する領域を説明する図
【図３３】同バッファ内のデータ構造例を示す図
【図３４】同バッファ内のデータ構造例を示す図
【図３５】同コンピュータシステムの概観図
【図３６】同コンピュータシステムのブロック図
【符号の説明】
【０３８５】
　１、２　地図情報処理システム
　１１、１４１　地図情報処理装置
　１２　端末装置
　１１１、１４１０　地図情報格納部
　１１２　関係情報格納部
　１１３、１４１１　受付部
　１１４、１４１３　地図出力部
　１１５、１４１５　操作情報列取得部
　１１６　関係情報取得部
　１１７　関係情報蓄積部
　１１８　表示属性決定部
　１１９、１４１４　地図出力変更部
　１２１　端末側受付部
　１２２　端末側送信部
　１２３　端末側受信部
　１２４　端末側出力部
　１４２　情報格納装置
　１１８１　オブジェクト選択条件格納手段
　１１８２　判断手段
　１１８３　オブジェクト選択手段
　１１８４　表示属性値設定手段
　１４１２　第一情報出力部
　１４１６　第一キーワード取得部
　１４１７　第二キーワード取得部
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　１４１８　検索部
　１４１９　第二情報出力部
　１４１７１　検索範囲管理情報格納手段
　１４１７２　検索範囲情報取得手段
　１４１７３　キーワード取得手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２８】 【図２９】
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【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】
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【図１３】
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【図２３】
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【図２７】
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【図３１】
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【図３２】

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月3日(2009.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更



(70) JP 2010-49132 A 2010.3.4

【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
地図上に表示される情報であり、地図上の位置情報を含む１以上のオブジェクトを有する
地図情報を、複数格納し得る地図情報格納部と、
前記地図を出力する指示である地図出力指示、および前記地図を閲覧する１または２以上
の操作である地図閲覧操作列を受け付ける受付部と、
前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、前記地図情報を読み出し、地図を出力す
る地図出力部と、
前記受付部が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報である操
作情報列を取得する操作情報列取得部と、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選択条件に、前記操作情
報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表
示属性値を決定する表示属性決定部と、
前記地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性値に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情
報を出力する地図出力変更部とを具備する地図情報処理装置であって、
前記表示属性決定部は、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であり、操作情報列を用いて構成される条件
である操作情報列条件を含むオブジェクト選択条件と、選択するオブジェクトを特定する
情報である選択特定情報と、表示属性値との対の情報を１以上格納しているオブジェクト
選択条件格納手段と、
前記操作情報列条件を含む１以上のオブジェクト選択条件に、前記操作情報列取得部が取
得した前記操作情報列が合致するか否かを判断する判断手段と、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている選択特定情報
を前記オブジェクト選択条件格納手段から取得し、当該選択特定情報により特定される１
以上のオブジェクトを選択するオブジェクト選択手段と、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている表示属性値を
前記オブジェクト選択条件格納手段から取得し、前記オブジェクト選択手段が選択した１
以上のオブジェクトの表示属性値を、前記取得した表示属性値に設定する表示属性値設定
手段を具備する地図情報処理装置。
【請求項２】
２以上のオブジェクト間の関係を識別する関係情報と、当該関係情報が示す関係を有する
２以上のオブジェクトの集合との組を、１組以上格納している関係情報格納部をさらに具
備し、
前記地図出力変更部は、
前記受付部が受け付けた操作に応じて、前記地図情報から２以上のオブジェクトを取得し
、
前記オブジェクト選択条件格納手段は、
２以上のオブジェクト間の関係に関する情報である関係情報についての条件であると関係
情報条件と操作情報列条件とを含むオブジェクト選択条件と、選択特定情報と、表示属性
値との対の情報を１以上格納しており、
前記判断手段は、
前記オブジェクト選択条件が有する操作情報列条件に前記操作情報列取得部が取得した前
記操作情報列が合致するか否か、かつ、前記受付部が受け付けた操作に応じて取得された
前記２以上のオブジェクトに対応する関係情報を前記関係情報格納部から取得し、当該取
得した関係情報が前記関係情報条件に合致するか否かを判断し、
前記オブジェクト選択手段は、
前記判断手段が合致すると判断した前記操作情報列条件および前記関係情報条件と対にな
っている選択特定情報を前記オブジェクト選択条件格納手段から取得し、当該選択特定情
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報により特定される２以上のオブジェクトを選択する請求項１記載の地図情報処理装置。
【請求項３】
前記地図出力変更部は、
前記受付部が受け付けたセンタリング操作（記号［ｃ］）に応じて、当該センタリング操
作の対象となる１以上のオブジェクトを前記地図情報から取得する請求項２記載の地図情
報処理装置。
【請求項４】
前記関係情報は、
二つ以上のオブジェクトが同等の関係にある同位関係、一のオブジェクトが他のオブジェ
クトと比較して上位にある上位関係、および一のオブジェクトが他のオブジェクトと比較
して下位にある下位関係を含む請求項２または請求項３記載の地図情報処理装置。
【請求項５】
前記表示属性値は、
オブジェクトの強調表示となる属性値、またはオブジェクトの淡化表示となる属性値であ
る請求項１から請求項４いずれか記載の地図情報処理装置。
【請求項６】
前記オブジェクト選択条件格納手段の選択特定情報は、
前記操作情報列に基づいて先に表示されていた地図に対応する地図情報が有さず、かつ、
前記操作情報列取得部が次に取得した１つの操作の情報である操作情報列に基づいて新た
に表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトを取得することを示
す新出オブジェクトを含み、
前記選択特定情報に対応する表示属性値が強調表示であり、
前記オブジェクト選択手段は、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている選択特定情報
が新出オブジェクトである場合、先に表示されていた地図に対応する地図情報が有さず、
かつ、新たに表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトを取得し
、前記選択特定情報に対応する表示属性値である強調表示を、前記１以上のオブジェクト
の表示属性値に設定する請求項５記載の地図情報処理装置。
【請求項７】
前記オブジェクト選択条件格納手段の選択特定情報は、
前記操作情報列に基づいて先に表示されていた地図に対応する地図情報が有し、かつ、前
記操作情報列取得部が次に取得した１つの操作の情報である操作情報列に基づいて新たに
表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトを取得することを示す
既出オブジェクトを含み、
前記選択特定情報に対応する表示属性値が淡化表示であり、
前記オブジェクト選択手段は、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている選択特定情報
が既出オブジェクトである場合、先に表示されていた地図に対応する地図情報が有し、か
つ、新たに表示される地図に対応する地図情報が有する１以上のオブジェクトを取得し、
前記選択特定情報に対応する表示属性値である淡化を、前記１以上のオブジェクトの表示
属性値に設定する請求項５記載の地図情報処理装置。
【請求項８】
前記地図閲覧操作は、ズームイン操作（記号［ｉ］）、ズームアウト操作（記号［ｏ］）
、移動操作（記号［ｍ］）、センタリング操作（記号［ｃ］）を含み、
前記操作情報列は、
ｃ＋ｏ＋［ｍｃ］＋（［＋］は１回以上の繰り返し）の操作列を示す情報であり、一の地
点から他の広域な領域へ探索範囲を広げようとする操作に対応する操作情報列である多地
点探索操作情報列、または、
ｃ＋ｏ＋（［ｍｃ］＊ｃ＋ｉ＋）＋（［＊］は０回以上の繰り返し）の操作列を示す情報
であり、関心がある一の地点の詳細な情報を得ようとする操作に対応する操作情報列であ
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る関心地点絞込操作情報列、または、
［ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を移動する操作情報列である単純移動
操作情報列、または、
［ｍｃ］＋の操作列を示す情報であり、複数の地点を順に選択する操作情報列である選択
移動操作情報列、または、
［ｍｃ］＋ｏ＋ｉ＋の操作列を示す情報であり、一の地点の相対的な位置を調べる操作情
報列である位置確認操作情報列のいずれかを含む請求項１から請求項７いずれか記載の地
図情報処理装置。
【請求項９】
請求項１から請求項８いずれか記載の地図情報処理装置を具備するナビゲーションシステ
ム。
【請求項１０】
コンピュータを、
地図を出力する指示である地図出力指示、および地図を閲覧する１または２以上の操作で
ある地図閲覧操作列を受け付け受付部と、
前記受付部が地図出力指示を受け付けた場合に、記憶媒体から地図情報を読み出し、地図
を出力する地図出力部と、
前記受付部が受け付けた地図閲覧操作列に対応する１または２以上の操作の情報である操
作情報列を取得する操作情報列取得部と、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であるオブジェクト選択条件に、前記操作情
報列が合致する場合に、１以上のオブジェクトを選択し、当該１以上のオブジェクトの表
示属性値を決定する表示属性決定部と、
前記地図閲覧操作に応じた地図情報を取得し、かつ、前記表示属性決定部が決定した前記
１以上のオブジェクトの表示属性値に従って、前記１以上のオブジェクトを有する地図情
報を出力する地図出力変更部として機能させるためのプログラムであり、
前記表示属性決定部は、
予め決められたオブジェクトを選択する条件であり、操作情報列を用いて構成される条件
である操作情報列条件を含むオブジェクト選択条件と、選択するオブジェクトを特定する
情報である選択特定情報と、表示属性値との対の情報を１以上格納しているオブジェクト
選択条件格納手段と、
前記操作情報列条件を含む１以上のオブジェクト選択条件に、前記操作情報列取得部が取
得した前記操作情報列が合致するか否かを判断する判断手段と、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている選択特定情報
を前記オブジェクト選択条件格納手段から取得し、当該選択特定情報により特定される１
以上のオブジェクトを選択するオブジェクト選択手段と、
前記判断手段が合致すると判断したオブジェクト選択条件と対になっている表示属性値を
前記オブジェクト選択条件格納手段から取得し、前記オブジェクト選択手段が選択した１
以上のオブジェクトの表示属性値を、前記取得した表示属性値に設定する表示属性値設定
手段とを有するものとして機能させるためのプログラム。
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